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Ⅰ　
は
じ
め
に
　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
実
質
的
警
察
概
念
は
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
、
警
察
法
理
論
の
中
核
に
位
置
す
る
概
念
と
し
て
重
要
な
意
味
を
与
え
ら
れ
、
こ
の
概
念
を
基
軸
と
し
て
警
察
権
を
統
制
す
る
た
め
の
様
々
な
法
理
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
。
実
質
的
警
察
概
念
は
、
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
行
政
裁
判
所
の
判
例
お
よ
び
学
説
を
中
心
に
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
が
、
美
濃
部
達
吉
、
佐
々
木
惣
一
な
ど
の
戦
前
の
公
法
学
者
の
手
に
よ
っ
て
わ
が
国
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
戦
後
も
、
田
中
二
郎
等
の
行
政
法
学
者
に
よ
っ
て
行
政
法
（
警
察
法
）
理
論
の
体
系
化
の
た
め
の
道
具
概
念
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
　
し
か
し
、
今
日
の
両
国
の
行
政
法
（
警
察
法
）
学
に
お
い
て
は
、
実
質
的
警
察
概
念
お
よ
び
同
概
念
を
起
点
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
き
た
警
察
権
の
統
制
法
理
に
つ
い
て
様
々
な
観
点
か
ら
批
判
的
な
見
解
が
だ
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
き
た
実
質
的
警
察
概
念
が
戦
後
の
両
国
の
行
政
法
（
警
察
法
）
学
に
継
受
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
今
日
の
わ
が
国
の
警
察
法
の
理
論
的
考
察
に
お
い
て
こ
の
概
念
の
有
す
る
意
味
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た 
い 
。
さ
ら
に
、
こ
の
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
実
質
的
警
察
概
念
を
基
軸
と
す
る
伝
統
的
な
警
察
法
理
（
１
）
論
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
の
新
た
な
法
理
論
の
展
開
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
Ⅱ　
実
質
的
警
察
概
念
の
意
義
と
問
題
点
１　
実
質
的
警
察
概
念
と
他
の
警
察
概
念
と
の
関
連
一　
戦
後
ド
イ
ツ
の
警
察
法
関
係
の
文
献
に
お
い
て
実
質
的
警
察
概
念
（der
m
aterielle
Polizeibegriff
     
  
  
         
     
）
が
扱
わ
れ
る
と
き
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
の
は
、
一
九
三
一
年
に
制
定
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
一
四
条
一
項
の
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
で
は
、
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─３（ ）３
「
警
察
官
庁
は
、
現
行
法
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
公
共
の
安
全
ま
た
は
秩
序
に
た
い
す
る
危
険
か
ら
公
共
ま
た
は
個
人
を
防
御
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
義
務
適
合
的
な
裁
量
に
従
っ
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
公
共
の
安
全
と
秩
序
に
た
い
す
る
危
険
の
防
除
と
い
う
消
極
的
な
警
察
任
務
の
設
定
と
、
こ
の
警
察
任
務
の
遂
行
に
必
要
な
措
置
の
包
括
的
な
授
権
（
警
察
概
括
的
授
権
）
が
、
と
も
に
同
規
定
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ 
る 
。
（
２
）
　
一
方
、
わ
が
国
で
も
、
警
察
法
理
論
の
体
系
化
の
際
に
実
質
的
警
察
概
念
が
重
視
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
は
、
ド
イ
ツ
と
異
な
ら
な
い
。
田
中
二
郎
や
田
上
穣
治
が
著
し
た
行
政
法
あ
る
い
は
警
察
法
の
体
系
書
で
は
消
極
目
的
の
権
力
作
用
と
し
て
警
察
作
用
が
捉
え
ら
れ
、
こ
の
概
念
を
基
軸
と
し
て
警
察
法
理
論
の
体
系
が
組
み
立
て
ら
れ
て
き 
た 
。
（
３
）
　
実
質
的
警
察
概
念
は
、「
危
険
（
障
害
）
防
除
」
と
い
う
目
的
的
契
機
と
「
権
力
作
用
」
と
い
う
手
段
的
契
機
に
よ
っ
て
そ
の
範
囲
が
画
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
特
定
の
行
政
作
用
を
意
味
す
る
。
誰
が
こ
の
権
力
行
政
を
担
う
か
と
い
う
主
体
的
・
組
織
的
契
機
は
実
質
的
警
察
概
念
に
と
っ
て
本
質
的
な
要
素
で
は
な
い
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
や
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
実
質
的
警
察
概
念
は
、「
警
察
権
は
本
来
的
に
国
家
に
帰
属
す
る
」
と
い
う
考
え
方
、
す
な
わ
ち
「
国
家
警
察
権
の
論
理
」
と
密
接
な
関
係
の
も
と
に
お
か
れ
て
き
た
が
、
こ
の
理
論
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
警
察
概
念
を
実
質
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
実
質
的
警
察
概
念
は
、
純
粋
に
行
政
作
用
（
機
能
）
上
の
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
二　
実
質
的
警
察
概
念
に
は
「
形
式
的
警
察
概
念
（der
form
elle
Polizeibegriff
     
  
          
     
）」
の
語
が
対
置
さ
れ
る
。
形
式
的
警
察
概
念
は
、
実
質
的
警
察
概
念
の
よ
う
に
、
行
政
の
目
的
お
よ
び
手
段
の
要
素
に
着
目
し
て
「
警
察
作
用
」
と
呼
ば
れ
る
特
定
の
行
政
作
用
の
内
容
を
確
定
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
同
概
念
が
提
示
す
る
の
は
、
実
定
法
に
よ
っ
て
警
察
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
特
定
の
行
政
組
織
に
帰
属
す
る
権
限
の
総
体
で
あ
る
。
　
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
一
四
条
二
項
は
、
警
察
官
庁
が
、
法
律
の
授
権
に
基
づ
い
て
、
危
険
防
除
以
外
の
任
務
を
行
う
こ
と
を
論　　　説
（ ）４（甲南法学’ １６）５７─１・２─４
認
め
て
い
る
。
同
法
の
立
法
者
は
、
ま
ず
、
第
一
四
条
一
項
に
お
い
て
、
警
察
官
庁
の
任
務
と
し
て
危
険
防
除
の
任
務
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
任
務
の
遂
行
に
必
要
な
手
段
に
関
し
て
包
括
的
な
授
権
を
承
認
し
た
。
そ
し
て
、
同
条
二
項
に
お
い
て
、
法
律
に
よ
る
個
別
の
授
権
が
あ
れ
ば
、
警
察
官
庁
の
任
務
が
危
険
防
除
の
枠
を
超
え
る
こ
と
も
承
認
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
実
質
的
警
察
概
念
の
立
法
化
の
試
み
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
の
で
き
る
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
に
あ
っ
て
も
、
形
式
的
警
察
概
念
を
設
定
す
る
意
義
は
否
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
形
式
的
警
察
概
念
は
、
警
察
組
織
が
危
険
防
除
以
外
の
任
務
の
遂
行
の
た
め
に
法
令
に
よ
っ
て
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
と
き
、
そ
れ
も
「
警
察
作
用
」
と
し
て
捉
え
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
形
式
的
警
察
概
念
は
、
行
政
作
用
で
は
な
く
特
定
の
行
政
組
織
の
権
限
に
着
目
し
た
概
念
で
あ
る
と
い
え
、「
危
険
防
除
」
や
「
権
力
作
用
」
と
い
う
行
政
作
用
の
目
的
や
手
段
の
概
念
的
契
機
に
よ
る
内
容
の
限
定
を
伴
わ
な
い
。
積
極
目
的
の
活
動
も
、
法
令
が
そ
の
権
限
を
警
察
組
織
に
付
与
す
れ
ば
、
形
式
的
警
察
概
念
の
領
域
に
入
れ
ら
れ
、
ま
た
、
犯
罪
捜
査
な
ど
の
司
法
警
察
上
の
作
用
も
、
そ
れ
が
警
察
組
織
の
権
限
と
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
同
概
念
の
範
疇
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
形
式
的
警
察
概
念
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
行
政
活
動
の
範
囲
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
は
、
こ
の
概
念
の
内
容
か
ら
導
く
こ
と
は
で
き
ず
、
結
局
、
立
法
者
の
政
策
的
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
形
式
的
警
察
概
念
は
、「
警
察
」
と
称
さ
れ
る
特
定
の
行
政
組
織
に
た
い
し
て
立
法
者
が
付
与
し
た
権
限
の
総
体
を
示
す
記
述
的
概
念
と
し
て
の
意
味
し
か
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
　
ま
た
、「
制
度
的
警
察
概
念
（der
institutionelle
Polizeibegriff
     
   
             
     
）」
あ
る
い
は
「
組
織
法
的
警
察
概
念
（der
organisations
          
     -  
rechtliche
Polizeibegriff
      
         
     
）」
と
呼
ば
れ
る
警
察
概
念
は
、
警
察
組
織
の
任
務
と
権
限
に
着
目
し
た
概
念
で
あ
る
点
に
お
い
て
形
式
的
警
察
概
念
と
共
通
す
る
側
面
を
有
す
る
。
し
か
し
、
形
式
的
警
察
概
念
は
、
警
察
組
織
が
有
す
る
権
限
の
範
囲
を
認
識
し
記
述
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
概
念
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
は
警
察
組
織
の
権
限
の
総
体
を
示
す
概
念
に
す
ぎ
ず
、
実
質
的
警
察
概
念
と
の
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
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間
で
矛
盾
・
対
立
の
関
係
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
制
度
的
（
組
織
的
）
警
察
概
念
は
、
警
察
作
用
の
実
質
的
定
義
を
行
う
も
の
で
は
な
い
点
で
は
形
式
的
警
察
概
念
と
同
じ
で
あ
る
が
、
単
に
警
察
組
織
の
権
限
の
総
体
を
描
き
出
す
た
め
の
記
述
的
概
念
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
実
質
的
警
察
概
念
に
た
い
す
る
否
定
的
・
対
抗
的
要
素
を
内
在
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
形
式
的
警
察
概
念
と
は
異
な
る
。
三　
実
質
的
警
察
概
念
と
形
式
的
警
察
概
念
を
区
別
す
る
意
味
は
、
ド
イ
ツ
で
は
、
ド
レ
フ
ス
の
警
察
法
理
論
を
継
受
し
た
ヴ
ァ
ッ
ケ
、
ま
た
、
わ
が
国
で
は
、
美
濃
部
達
吉
の
行
政
法
理
論
を
継
受
し
た
田
中
二
郎
が
強
調
し
た
論
点
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ッ
ケ
は
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
法
の
伝
統
を
継
受
す
る
観
点
か
ら
、
ま
た
、
田
中
二
郎
は
行
政
作
用
法
の
理
論
的
体
系
化
の
観
点
か
ら
実
質
的
警
察
概
念
の
意
義
を
積
極
的
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
占
領
軍
当
局
の
主
導
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
警
察
制
度
改
革
の
影
響
を
組
織
法
の
レ
ベ
ル
に
留
め
る
こ
と
を
試
み
た
。
実
質
的
警
察
概
念
と
形
式
的
警
察
概
念
と
の
峻
別
論
は
、
伝
統
的
な
ド
イ
ツ
警
察
法
理
論
の
体
系
と
、
英
米
法
的
な
思
考
を
強
く
反
映
し
た
戦
後
の
警
察
実
定
法
制
度
と
の
関
係
を
統
合
す
る
方
向
に
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
理
論
と
制
度
の
間
に
存
在
す
る
原
理
的
思
考
の
違
い
を
認
め
た
う
え
で
、
伝
統
的
な
ド
イ
ツ
法
的
警
察
法
理
論
の
体
系
に
た
い
す
る
英
米
法
的
警
察
制
度
改
革
の
影
響
を
極
力
排
除
し
、
よ
っ
て
戦
前
と
戦
後
の
警
察
法
理
論
の
体
系
的
継
続
性
を
確
保
す
る
方
向
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し 
た 
。
（
４
）
　
他
方
、
実
質
的
警
察
概
念
と
制
度
的
警
察
概
念
の
対
立
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
法
理
論
を
批
判
す
る
バ
イ
エ
ル
ン
警
察
法
学
派
の
論
者
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
南
ド
イ
ツ
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
個
別
的
授
権
論
を
継
承
し
た
Ｆ
・
マ
イ
ヤ
ー
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
法
理
論
が
採
る
概
括
的
授
権
論
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
戦
後
改
革
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
英
米
法
的
な
警
察
法
制
度
の
導
入
を
肯
定
的
に
評
価
し
た
だ
け
で
な
く
、
当
該
制
度
改
革
の
趣
旨
を
反
映
し
つ
つ
、
実
質
的
警
察
概
念
に
替
わ
る
新
た
な
警
察
概
念
の
創
設
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
が
制
度
的
警
察
概
念
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ｆ
・
マ
イ
ヤ
ー
等
の
バ
イ
エ
ル
ン
警
論　　　説
（ ）６（甲南法学’ １６）５７─１・２─６
察
法
学
派
の
論
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
制
度
的
警
察
概
念
の
設
定
の
試
み
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
法
の
伝
統
で
あ
る
警
察
概
括
的
授
権
の
原
則
の
批
判
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
一
九
世
紀
後
期
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
か
け
て
ド
イ
ツ
の
自
由
主
義
的
警
察
法
理
論
の
骨
格
を
形
成
し
て
き
た
実
質
的
警
察
概
念
と
は
異
な
り
、
理
論
的
に
体
系
化
さ
れ
た
警
察
法
理
を
提
示
す
る
段
階
に
ま
で
至
る
こ
と
は
な
か
っ 
た 
。
（
５
）
２　
実
質
的
警
察
概
念
の
継
受
一　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、「
警
察
」
と
い
う
語
を
冠
し
た
国
家
作
用
の
内
容
を
如
何
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
か
は
、
侵
害
行
政
法
理
論
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
課
題
と
さ
れ
、
こ
の
テ
ー
マ
を
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
扱
う
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
も
数
多
く
公
に
さ
れ
て
き
た
。
わ
が
国
で
有
名
な
の
は
、
美
濃
部
達
吉
と
佐
々
木
惣
一
の
行
政
法
理
論
に
み
ら
れ
る
警
察
概
念
の
定
義
の
相
違
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
一
九
世
紀
か
ら
警
察
概
念
を
め
ぐ
っ
て
多
様
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
　
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
警
察
概
念
、
特
に
ク
ロ
イ
ツ
ベ
ル
ク
判
決
（
一
八
八
二
年
）
が
現
れ
た
時
期
に
唱
え
ら
れ
た
警
察
概
念
に
つ
い
て
は
、
目
的
の
要
素
を
先
行
さ
せ
る
か
、
そ
れ
と
も
権
力
（
強
制
）
の
要
素
を
先
行
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
学
説
上
の
対
立
が
あ
っ
た
も
の
の
、
結
局
、
一
九
世
紀
後
期
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
消
極
目
的
の
権
力
的
作
用
と
し
て
両
要
素
が
統
一
的
に
把
握
さ
れ
、
さ
ら
に
国
家
的
必
須
性
と
授
権
原
則
の
特
殊
性
が
当
該
行
政
作
用
を
他
の
行
政
作
用
か
ら
峻
別
す
る
実
質
的
要
素
と
し
て
警
察
概
念
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ 
た 
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
九
世
紀
プ
ロ
イ
セ
ン
の
立
憲
君
主
制
的
憲
法
（
６
）
構
造
下
で
つ
く
ら
れ
た
実
質
的
警
察
概
念
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
下
に
止
ま
ら
ず
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ボ
ン
基
本
法
下
に
お
い
て
も
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
法
の
伝
統
を
高
く
評
価
す
る
ヴ
ァ
ッ
ケ
等
の
論
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
継
受
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
ヴ
ァ
ッ
ケ
は
、
一
九
三
一
年
に
制
定
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
お
よ
び
ド
レ
フ
ス
の
警
察
法
理
論
を
戦
後
ド
イ
ツ
警
察
法
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─７（ ）７
の
展
開
の
礎
石
に
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
そ
の
際
、
さ
し
あ
た
り
二
つ
課
題
を
克
服
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
の
一
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
き
た
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
法
理
論
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
新
し
い
民
主
的
憲
法
秩
序
の
も
と
で
も
妥
当
性
を
有
す
る
こ
と
を
如
何
に
論
証
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
他
は
、
占
領
国
で
あ
る
英
米
の
警
察
法
思
想
の
影
響
を
強
く
受
け
た
新
た
な
警
察
法
制
度
と
、
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
警
察
法
理
論
の
関
係
を
如
何
に
整
合
的
に
捉
え
る
の
か
、
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
者
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ァ
ッ
ケ
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
実
質
的
警
察
概
念
と
形
式
的
警
察
概
念
を
使
い
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
処
し
よ
う
と
し
た
。
他
方
、
前
者
の
課
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
と
ナ
チ
ス
警
察
法
の
関
係
か
ら
み
て
比
較
的
容
易
に
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二　
ヘ
ー
ン
な
ど
の
ナ
チ
ス
警
察
法
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
は
、
自
由
主
義
的
な
要
素
を
有
し
て
い
た
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
に
た
い
す
る
敵
意
を
顕
に
し
、
そ
の
徹
底
的
な
排
除
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
総
統
を
中
心
と
す
る
民
族
主
義
的
・
中
央
集
権
的
国
家
体
制
の
確
立
と
い
う
政
治
目
標
の
実
現
の
手
段
と
し
て
警
察
を
位
置
づ
け
た
。
そ
こ
で
の
警
察
法
は
、
権
力
統
制
法
と
し
て
の
性
格
を
著
し
く
後
退
さ
せ
、
も
っ
ぱ
ら
治
安
警
察
活
動
の
正
当
化
法
と
し
て
の
性
格
の
み
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
消
極
目
的
原
則
、
比
例
原
則
、
警
察
義
務
者
の
法
理
な
ど
の
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
が
取
り
入
れ
た
自
由
主
義
的
な
警
察
権
の
統
制
法
理
は
、
そ
の
価
値
を
尽
く
否
定
さ
れ
、
民
族
共
同
体
の
維
持
・
発
展
と
い
う
ナ
チ
ス
の
政
治
理
念
の
実
現
に
障
害
に
な
る
と
判
断
さ
れ
た
市
民
の
活
動
の
す
べ
て
が
警
察
に
よ
る
取
締
り
の
対
象
と
さ
れ
た
。
　
ナ
チ
ス
警
察
法
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
が
伝
統
的
な
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
法
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
か
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
に
た
い
す
る
彼
ら
の
評
価
を
み
れ
ば
容
易
に
理
解
で
き
る
。
ヘ
ー
ン
に
代
表
さ
れ
る
ナ
チ
ス
警
察
法
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
は
、
こ
の
法
律
の
自
由
主
義
的
側
面
を
厳
し
く
批
判
し
、
そ
の
法
律
と
し
て
の
機
能
の
停
止
に
至
る
道
筋
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
ナ
チ
ス
政
権
下
に
お
い
て
も
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
は
形
式
的
に
は
存
続
し
て
い
た
が
、
実
質
的
に
は
廃
止
同
然
の
状
況
に
お
か
れ
た
。
同
法
一
論　　　説
（ ）８（甲南法学’ １６）５７─１・２─８
四
条
一
項
の
「
公
共
の
秩
序
（die
öffentliche
O
rdnung
  
   
    
    
      
）」
概
念
の
拡
張
解
釈
を
通
じ
て
ナ
チ
ス
警
察
の
活
動
の
正
当
性
を
承
認
し
よ
う
と
し
た
ド
レ
フ
ス
の
試
み
も
ナ
チ
ス
の
警
察
実
務
や
警
察
法
学
説
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
。
も
し
、
同
法
を
ナ
チ
ス
の
「
一
般
警
察
法
」
と
し
て
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
ド
レ
フ
ス
の
試
み
が
成
功
裡
に
実
現
し
て
い
た
な
ら
ば
、
終
戦
後
、
占
領
軍
当
局
は
同
法
の
廃
止
を
決
定
し
て
い
た
か
も
し
れ
な 
い 
。
（
７
）
三　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
占
領
軍
当
局
に
よ
る
警
察
制
度
改
革
が
、
ナ
チ
ス
の
警
察
法
思
想
の
存
続
を
全
面
的
に
否
定
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
占
領
軍
当
局
は
、
ナ
チ
ス
の
警
察
法
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
過
去
の
責
任
を
追
及
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
が
公
的
な
場
に
お
い
て
活
動
す
る
機
会
を
奪
っ
た
。
ま
た
、
ナ
チ
ス
の
警
察
組
織
を
解
体
し
、
そ
の
活
動
の
根
拠
法
令
の
廃
止
を
決
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
占
領
軍
当
局
は
、
ナ
チ
ス
警
察
法
の
思
想
や
制
度
に
つ
い
て
は
徹
底
し
て
排
除
し
た
が
、
戦
前
の
伝
統
的
な
自
由
主
義
的
警
察
法
理
論
の
存
続
の
可
否
に
つ
い
て
は
特
に
関
心
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
占
領
軍
当
局
は
、
ナ
チ
ス
警
察
法
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
公
的
活
動
の
機
会
を
奪
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
に
替
わ
る
新
た
な
警
察
法
理
論
の
形
成
・
普
及
に
は
関
与
す
る
こ
と
な
く
、
一
九
三
三
年
以
前
の
自
由
主
義
的
警
察
法
理
論
の
復
活
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
否
定
す
る
意
思
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
占
領
軍
当
局
に
と
っ
て
関
心
が
あ
っ
た
の
は
、
ナ
チ
ス
時
代
の
全
体
主
義
的
な
警
察
制
度
と
思
想
の
排
除
で
あ
っ
て
、
ナ
チ
ス
政
権
以
前
の
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
法
理
論
の
復
活
に
つ
い
て
は
特
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
は
、
消
極
目
的
原
則
、
比
例
原
則
、
警
察
義
務
者
の
法
理
な
ど
、
プ
ロ
イ
セ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
の
判
例
理
論
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
自
由
主
義
的
な
警
察
権
統
制
法
理
を
内
包
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
同
法
は
、
こ
の
よ
う
に
、
自
由
主
義
的
な
警
察
権
統
制
法
理
を
内
包
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
存
続
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
戦
後
警
察
法
の
理
論
と
制
度
に
た
い
す
る
影
響
力
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
四　
国
家
権
力
の
濫
用
か
ら
国
民
の
権
利
・
自
由
を
擁
護
す
る
と
い
う
自
由
主
義
的
な
視
点
の
重
視
は
、
ナ
チ
ス
の
政
治
的
支
配
を
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─９（ ）９
経
験
し
た
戦
後
の
ド
イ
ツ
警
察
法
学
に
と
っ
て
特
に
強
く
意
識
さ
れ
る
べ
き
憲
法
規
範
上
の
要
請
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
憲
法
規
範
上
の
要
請
は
、
制
度
面
で
は
、
警
察
の
組
織
改
革
お
よ
び
そ
の
活
動
領
域
の
縮
小
並
び
に
実
定
法
に
よ
る
警
察
活
動
の
規
範
的
統
制
の
強
化
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
が
、
法
理
論
に
関
し
て
い
え
ば
、
伝
統
的
な
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
法
の
思
想
と
理
論
の
復
活
よ
っ
て
、
そ
の
実
現
が
図
ら
れ
た
。
　
他
方
、
戦
前
の
わ
が
国
で
は
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
の
よ
う
に
、
自
由
主
義
的
な
警
察
法
判
例
の
形
成
を
行
え
る
司
法
制
度
の
基
盤
が
欠
如
し
て
お
り
、
わ
が
国
の
行
政
裁
判
所
か
ら
は
警
察
法
理
論
の
体
系
化
の
基
礎
と
な
る
よ
う
な
判
例
理
論
も
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
国
家
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
自
由
主
義
的
警
察
法
理
論
の
実
定
法
化
を
試
み
た
ド
レ
フ
ス
の
よ
う
な
人
物
も
現
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
明
治
政
府
が
そ
の
と
き
ど
き
の
必
要
性
か
ら
発
し
た
様
々
な
前
近
代
的
な
形
式
と
内
容
を
有
す
る
法
令
が
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
の
状
態
で
有
効
な
も
の
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ 
る 
。
（
８
）
五　
こ
の
よ
う
な
、
戦
前
の
ド
イ
ツ
と
わ
が
国
の
法
状
況
の
相
違
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
警
察
法
の
継
受
の
面
に
お
い
て
も
一
定
の
差
異
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
後
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
初
頭
ま
で
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
が
大
き
な
影
響
力
を
も
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
占
領
地
区
に
お
い
て
は
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
の
直
接
の
適
用
が
認
め
ら 
れ 
、
ま
た
、
旧
プ
ロ
イ
セ
ン
州
に
属
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
占
領
地
区
以
外
の
地
区
に
お
い
て
も
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
（
９
）
の
規
定
が
直
接
ま
た
は
補
充
的
に
用
い
ら
れ 
　
ヴ
ァ
ッ
ケ
は
、
こ
の
よ
う
な
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
法
状
況
を
考
慮
に
入
れ
た
う
え
で
、
戦
後
ド
イ
ツ
の
警
察
実
定
法
秩
序
の
中
心
に
位
置
す
る
の
は
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
基
本
的
に
は
、
一
九
三
三
年
の
ナ
チ
ス
政
権
の
成
立
以
前
の
法
状
況
と
変
わ
ら
な
い
、
と
主
張
し 
こ
れ
に
た
い
し
て
、
ヴ
ァ
ッ
ケ
と
同
様
、
戦
前
の
自
由
主
義
的
な
警
（　
）
１０た
。
（　
）
１１た
。
論　　　説
（ ）１０（甲南法学’ １６）５７─１・２─１０
察
法
理
論
の
戦
後
へ
の
継
受
を
試
み
た
田
中
二
郎
は
、
実
質
的
警
察
概
念
の
根
拠
を
実
定
法
に
求
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か
り
に
田
中
が
、
佐
々
木
惣
一
が
自
ら
の
警
察
法
理
論
の
実
定
法
上
の
根
拠
を
行
政
警
察
規
則
に
求
め
た
よ
う
に
、
実
質
的
警
察
概
念
の
実
定
法
上
の
根
拠
と
な
る
法
令
を
戦
後
の
新
た
な
制
定
法
の
な
か
に
求
め
た
と
し
て
も
、
そ
の
試
み
が
成
功
裡
に
実
現
す
る
可
能
性
は
極
め
て
低
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
の
よ
う
な
体
系
的
な
警
察
法
律
は
わ
が
国
に
は
な
く
、
ま
た
行
政
警
察
規
則
も
戦
後
に
な
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
一
九
四
七
年
の
旧
警
察
法
お
よ
び
一
九
五
四
年
の
現
行
警
察
法
の
任
務
規
定
は
、
犯
罪
捜
査
等
の
司
法
警
察
作
用
も
警
察
任
務
の
な
か
に
入
れ
て
お
り
、
行
政
警
察
上
の
概
念
で
あ
る
実
質
的
警
察
概
念
に
対
応
す
る
規
律
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
警
察
行
政
活
動
の
基
本
法
で
あ
る
警
察
官
職
務
執
行
法
も
即
時
対
応
的
な
執
行
警
察
的
権
限
を
中
心
に
規
律
す
る
法
律
で
あ
っ
て
、
実
質
的
意
義
の
警
察
作
用
に
対
応
し
た
法
律
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
六　
戦
前
の
自
由
主
義
的
警
察
法
理
論
は
、
ド
イ
ツ
で
は
ド
レ
フ
ス
か
ら
ヴ
ァ
ッ
ケ
へ
、
わ
が
国
で
は
美
濃
部
達
吉
や
佐
々
木
惣
一
か
ら
田
中
二
郎
へ
と
受
け
継
が
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
法
理
論
の
継
受
の
面
だ
け
に
限
っ
て
い
う
と
、
ド
イ
ツ
と
わ
が
国
で
は
同
じ
よ
う
な
現
象
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
は
、
ナ
チ
ス
政
権
下
に
お
い
て
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
下
の
遺
物
と
し
て
批
判
さ
れ
て
き
た
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
再
評
価
さ
れ
、
戦
後
の
警
察
法
制
度
の
基
点
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
わ
が
国
で
は
、
戦
前
の
警
察
法
令
は
戦
後
に
な
っ
て
悉
く
改
廃
さ
れ
、
そ
の
継
受
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
ヴ
ァ
ッ
ケ
も
田
中
二
郎
も
、
警
察
概
念
を
実
質
的
意
味
と
形
式
的
意
味
の
両
面
か
ら
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
英
米
法
的
警
察
制
度
改
革
の
警
察
作
用
法
の
理
論
体
系
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
の
点
で
は
、
二
人
の
所
論
に
共
通
す
る
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
占
領
軍
当
局
に
よ
る
警
察
制
度
改
革
の
評
価
に
関
し
て
は
、
両
者
は
異
な
る
立
場
を
採
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
英
米
占
領
軍
当
局
に
よ
る
警
察
制
度
改
革
を
、
ド
イ
ツ
警
察
法
の
歴
史
へ
の
誤
っ
た
認
識
に
基
づ
く
不
当
な
改
革
で
あ
る
と
批
判
的
に
評
価
す
る
ヴ
ァ
ッ
ケ
に
比
べ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
当
局
に
よ
る
警
察
制
度
改
革
に
た
い
す
る
田
中
二
郎
の
評
価
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─１１（ ）１１
は
冷
静
か
つ
中
立
的
で
あ
る
。
田
中
は
、
戦
後
改
革
に
よ
っ
て
新
た
な
警
察
実
定
法
制
度
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
一
つ
の
歴
史
的
事
実
と
し
て
受
け
入
れ
、
こ
れ
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
戦
前
の
自
由
主
義
的
な
警
察
法
理
論
の
体
系
を
如
何
に
戦
後
社
会
に
継
受
し
発
展
さ
せ
る
の
か
と
い
う
課
題
だ
け
に
関
心
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
七　
こ
の
よ
う
に
、
戦
後
の
英
米
法
的
警
察
制
度
改
革
に
た
い
す
る
評
価
の
面
に
着
目
す
る
と
き
、
ヴ
ァ
ッ
ケ
と
田
中
二
郎
の
所
見
に
は
一
定
の
違
い
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
そ
の
理
由
の
す
べ
て
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
の
よ
う
な
自
由
主
義
的
警
察
法
の
基
本
を
形
づ
く
る
実
定
法
が
ド
イ
ツ
で
は
存
在
し
て
、
わ
が
国
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
主
要
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヴ
ァ
ッ
ケ
に
と
っ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
あ
っ
て
も
、
ナ
チ
ス
政
権
が
成
立
す
る
以
前
の
ド
イ
ツ
と
同
様
に
、
警
察
法
理
論
の
基
礎
と
な
る
実
定
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
英
米
占
領
軍
当
局
の
主
導
の
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
戦
後
ド
イ
ツ
の
警
察
法
律
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
法
の
伝
統
を
継
受
す
る
も
の
で
は
な
い
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
伝
統
的
な
自
由
主
義
的
警
察
法
理
論
の
成
果
と
も
い
う
べ
き
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
と
執
行
警
察
の
任
務
と
権
限
を
中
心
に
規
律
す
る
戦
後
の
英
米
法
的
警
察
実
定
法
制
度
と
は
お
互
い
に
相
容
れ
な
い
側
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ヴ
ァ
ッ
ケ
は
、
こ
の
よ
う
な
、
戦
後
の
警
察
実
定
法
制
度
の
混
乱
し
た
状
況
を
前
に
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
を
中
心
と
す
る
警
察
実
定
法
秩
序
の
統
一
の
必
要
性
を
確
信
し
、
こ
の
観
点
か
ら
戦
後
の
警
察
制
度
改
革
＝
脱
警
察
化
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
　
他
方
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
戦
前
と
戦
後
の
警
察
実
定
法
の
間
で
緊
張
状
況
が
生
じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
わ
が
国
で
は
、
警
察
法
の
継
受
は
も
っ
ぱ
ら
学
説
の
範
囲
に
止
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
美
濃
部
達
吉
や
佐
々
木
惣
一
の
自
由
主
義
的
警
察
法
理
論
は
、
田
中
二
郎
等
の
行
政
法
学
者
に
よ
っ
て
部
分
的
な
修
正
を
加
え
ら
れ
た
う
え
で
、
戦
後
の
行
政
法
理
論
の
一
部
と
し
て
継
受
さ
れ
た
。
多
様
な
国
家
作
用
の
な
か
か
ら
「
消
極
目
的
」
と
「
権
力
作
用
」
の
概
念
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
警
察
行
政
作
用
を
定
義
づ
け
、
そ
論　　　説
（ ）１２（甲南法学’ １６）５７─１・２─１２
れ
に
固
有
な
法
理
を
解
明
す
る
と
い
う
実
質
的
警
察
概
念
論
は
、
も
っ
ぱ
ら
学
説
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
講
学
上
の
警
察
概
念
論
と
し
て
戦
前
か
ら
戦
後
へ
と
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
３　
戦
後
警
察
法
学
に
お
け
る
実
質
的
警
察
概
念
へ
の
批
判
　
⑴　
実
質
的
警
察
概
念
に
た
い
す
る
批
判
一　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
や
わ
が
国
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
つ
く
ら
れ
た
実
質
的
警
察
概
念
が
、
そ
の
範
囲
や
形
態
を
異
に
し
つ
つ
も
、
戦
後
の
警
察
法
学
に
継
受
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
、
伝
統
的
な
実
質
的
警
察
概
念
の
戦
後
へ
の
継
受
に
た
い
し
て
は
様
々
な
観
点
か
ら
批
判
も
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
で
は
、
戦
後
に
な
っ
て
両
国
に
現
れ
た
実
質
的
警
察
概
念
へ
の
批
判
的
見
解
を
整
理
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
の
内
容
や
相
互
の
関
連
を
検
討
す
る
。
　
ま
ず
、
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
い
て
現
れ
た
、
法
実
証
主
義
（
ガ
レ
ッ
テ
）、
法
治
主
義
（
Ｆ
・
マ
イ
ヤ
ー
）、
脱
警
察
化
（
ゲ
ッ
ツ
）
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
の
実
質
的
警
察
概
念
に
た
い
す
る
批
判
論
を
取
り
上
げ
る
。
　
（
ア
）　
法
実
証
主
義
の
観
点
か
ら
の
批
判
　
ガ
レ
ッ 
、
警
察
実
定
法
の
内
容
と
立
法
者
の
意
思
を
重
視
す
る
。
彼
に
と
っ
て
警
察
概
念
の
設
定
に
何
ら
か
の
意
味
を
求
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
警
察
組
織
の
職
務
の
範
囲
を
画
し
、
そ
の
作
用
の
特
色
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
見
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
危
険
防
除
の
任
務
は
、
確
か
に
警
察
の
職
務
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ガ
レ
ッ
テ
は
、
そ
れ
は
警
察
の
任
務
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
警
察
組
織
は
、
そ
れ
以
外
の
作
用
を
行
う
こ
と
も
実
定
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
点
を
強
調
し
た
。
　
ガ
レ
ッ
テ
が
そ
の
具
体
例
と
し
て
挙
げ
た
の
は
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
の
規
定
で
あ
る
。
同
法
一
四
条
一
項
で
は
危
険
防
除
の
（　
）
１２テ
は
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─１３（ ）１３
任
務
が
警
察
官
庁
の
任
務
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
同
条
二
項
に
お
い
て
は
「
法
律
に
よ
っ
て
特
別
に
委
ね
ら
れ
た
任
務
」
の
遂
行
も
ま
た
警
察
官
庁
の
責
務
に
な
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
規
定
は
、
個
別
法
律
に
よ
っ
て
委
ね
ら
れ
た
任
務
が
警
察
官
庁
の
任
務
に
な
る
こ
と
を
明
記
す
る
だ
け
で
、
そ
の
任
務
の
範
囲
を
限
定
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
福
祉
目
的
＝
積
極
目
的
の
行
政
作
用
で
あ
っ
て
も
、
立
法
者
の
判
断
に
よ
っ
て
警
察
官
庁
の
任
務
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
　
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
一
四
条
二
項
と
同
様
の
規
定
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
新
た
に
制
定
さ
れ
た
各
州
の
警
察
実
定
法
に
も
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ガ
レ
ッ
テ
は
、
警
察
組
織
の
任
務
と
権
限
の
内
容
・
範
囲
等
は
、
そ
の
時
々
の
立
法
者
の
判
断
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
社
会
的
・
政
治
的
状
況
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
こ
ざ
る
を
得
ず
、
時
代
を
超
え
て
妥
当
す
る
固
定
的
・
普
遍
的
な
警
察
概
念
と
い
っ
た
も
の
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
帰
結
に
至
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
、
警
察
組
織
の
任
務
と
こ
れ
に
帰
属
す
る
権
限
に
着
目
す
る
ガ
レ
ッ
テ
の
見
解
は
、
結
局
、
形
式
的
警
察
概
念
の
内
容
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
以
上
の
意
味
を
警
察
概
念
に
求
め
る
こ
と
を
拒
否
す
る
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ガ
レ
ッ
テ
に
と
っ
て
、
警
察
活
動
を
規
範
的
に
統
制
す
る
の
は
、
警
察
実
定
法
に
お
か
れ
た
任
務
お
よ
び
権
限
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
実
質
的
警
察
概
念
で
は
な
い
。
ガ
レ
ッ
テ
の
主
張
す
る
法
実
証
主
義
的
・
機
能
主
義
的
警
察
概
念
論
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
実
質
的
警
察
概
念
の
実
定
法
化
の
試
み
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
で
す
ら
、
同
法
が
立
法
者
の
判
断
に
よ
っ
て
危
険
防
除
以
外
の
任
務
を
警
察
官
庁
が
行
え
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
以
上
、
警
察
組
織
の
任
務
と
権
限
の
範
囲
を
示
す
概
念
と
し
て
実
質
的
警
察
概
念
を
取
り
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
（
イ
）　
法
治
主
義
の
観
点
か
ら
の
批
判
　
戦
後
の
バ
イ
エ
ル
ン
警
察
法
学
派
に
お
い
て
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
Ｆ
・
マ
イ
ヤ 
、
ガ
レ
ッ
テ
と
同
様
、
実
質
的
警
察
概
念
に
た
い
す
る
批
判
論
を
積
極
的
に
展
開
し
た
論
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
実
質
的
警
察
概
念
に
た
い
す
る
Ｆ
・
マ
イ
ヤ
ー
の
批
判
は
、
（　
）
１３ー
も
論　　　説
（ ）１４（甲南法学’ １６）５７─１・２─１４
ワ
イ
マ
ー
ル
期
の
南
ド
イ
ツ
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
た
個
別
的
授
権
論
に
そ
の
立
脚
点
を
お
い
て
お
り
、
ガ
レ
ッ
テ
の
よ
う
な
法
実
証
主
義
的
お
よ
び
機
能
主
義
的
な
視
点
は
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
　
伝
統
的
な
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
法
の
特
徴
は
、
何
よ
り
も
警
察
概
念
論
と
警
察
権
限
の
授
権
論
と
の
密
接
な
関
係
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
Ｆ
・
マ
イ
ヤ
ー
は
、
ま
ず
、
一
九
世
紀
の
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
法
か
ら
継
受
さ
れ
て
き
た
概
括
的
授
権
論
の
反
法
治
国
的
性
格
に
照
準
を
合
わ
せ
て
批
判
論
を
展
開
し
、
当
該
授
権
論
は
、
基
本
権
の
保
護
を
重
視
す
る
ボ
ン
基
本
法
の
も
と
で
は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
Ｆ
・
マ
イ
ヤ
ー
は
、
こ
の
よ
う
に
、
戦
後
の
憲
法
秩
序
と
伝
統
的
な
警
察
概
括
的
授
権
論
と
の
間
の
矛
盾
に
つ
い
て
批
判
を
加
え
た
う
え
で
、
警
察
概
念
に
つ
い
て
も
、
実
質
的
概
念
か
ら
制
度
的
・
組
織
的
概
念
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。
　
ド
イ
ツ
警
察
法
に
お
け
る
実
質
的
警
察
概
念
の
重
要
な
機
能
は
、
包
括
的
・
一
般
的
な
要
件
で
の
授
権
が
認
め
ら
れ
る
国
家
作
用
の
範
囲
を
画
定
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
、
警
察
作
用
に
固
有
な
授
権
原
則
が
戦
後
憲
法
秩
序
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
実
質
的
警
察
概
念
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
保
持
す
べ
き
か
否
か
が
改
め
て
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
Ｆ
・
マ
イ
ヤ
ー
は
、
こ
の
問
に
つ
い
て
否
定
の
立
場
を
採
り
、
実
質
的
警
察
概
念
の
存
在
意
義
を
認
め
ず
、
こ
れ
を
放
棄
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
替
わ
る
新
た
な
警
察
概
念
を
、
戦
後
改
革
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
新
た
な
警
察
実
定
法
秩
序
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
、
概
括
的
授
権
原
則
と
の
関
係
が
否
定
さ
れ
た
警
察
概
念
は
一
つ
の
空
容
器
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
を
機
能
的
・
実
体
法
的
内
容
で
満
た
す
替
わ
り
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
行
わ
れ
た
警
察
制
度
改
革
の
方
針
に
従
っ
て
、
特
定
の
行
政
組
織
と
そ
の
作
用
を
指
し
示
す
概
念
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
　
（
ウ
）　
脱
警
察
化
の
観
点
か
ら
の
批
判
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ヴ
ァ
ッ
ケ
は
、
占
領
軍
当
局
に
よ
る
警
察
制
度
改
革
＝
脱
警
察
化
を
も
っ
ぱ
ら
警
察
組
織
の
レ
ベ
ル
で
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─１５（ ）１５
の
改
革
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
実
体
法
へ
の
影
響
を
制
限
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
ゲ
ッ 
、
こ
の
ヴ
ァ
ッ
ケ
の
説
に
異
を
唱
え
、
脱
警
察
化
に
は
、
よ
り
積
極
的
な
意
味
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
営
業
、
建
築
、
食
品
な
ど
の
狭
義
の
行
政
警
察
領
域
に
み
ら
れ
る
積
極
行
政
化
の
現
象
（「
危
険
防
除
」
か
ら
「
危
険
配
慮
」
へ
）
あ
る
い
は
危
険
概
念
の
内
容
の
多
様
化
・
専
門
化
の
現
象
は
戦
前
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
す
で
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
占
領
軍
当
局
の
改
革
は
、
こ
の
よ
う
な
、
戦
前
の
ド
イ
ツ
で
み
ら
れ
た
実
質
的
な
意
味
で
の
脱
警
察
化
の
傾
向
を
肯
定
的
に
捉
え
、
さ
ら
に
そ
れ
を
推
し
進
め
る
と
い
う
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ゲ
ッ
ツ
に
と
っ
て
、
占
領
軍
当
局
の
主
導
に
よ
る
脱
警
察
化
の
遂
行
は
、
ヴ
ァ
ッ
ケ
が
説
く
よ
う
に
、
単
な
る
警
察
権
限
の
分
散
＝
警
察
権
限
の
所
在
の
変
更
を
意
味
す
る
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
警
察
概
念
の
存
在
意
義
に
疑
義
を
呈
す
る
契
機
を
内
包
す
る
点
に
お
い
て
実
質
的
な
意
味
を
有
す
る
改
革
で
あ
っ
た
。
二　
以
上
の
よ
う
な
、
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
い
て
み
ら
れ
た
三
つ
の
視
点
か
ら
の
実
質
的
警
察
概
念
の
批
判
の
な
か
で
、
法
治
主
義
の
視
点
か
ら
の
批
判
は
、
わ
が
国
で
は
明
確
な
形
で
は
現
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
わ
が
国
で
は
概
括
的
授
権
原
則
と
い
う
警
察
行
政
に
固
有
な
授
権
原
則
が
学
説
・
判
例
等
に
お
い
て
明
示
的
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
求
め
ら
れ
る
。
警
察
行
政
の
領
域
で
は
、
他
の
行
政
領
域
に
比
べ
て
行
政
裁
量
が
広
く
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
わ
が
国
の
学
説
に
お
い
て
も
戦
前
か
ら
承
認
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
警
察
行
政
に
は
他
の
行
政
領
域
に
は
認
め
ら
れ
な
い
固
有
の
授
権
原
則
が
妥
当
す
る
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
と
は
異
な
り
、
わ
が
国
で
は
、
戦
前
の
学
説
に
お
い
て
も
支
配
的
な
見
解
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
わ
が
国
で
は
、
戦
前
か
ら
、
授
権
原
則
論
と
警
察
概
念
論
の
密
接
な
関
係
は
法
理
論
上
の
争
点
と
は
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
Ｆ
・
マ
イ
ヤ
ー
の
よ
う
に
、
警
察
法
上
の
授
権
原
則
を
め
ぐ
る
論
争
の
延
長
線
上
に
お
い
て
実
質
的
警
察
概
念
の
妥
当
性
を
問
題
と
す
る
論
者
も
現
れ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
ま
た
、
法
実
証
主
義
の
観
点
か
ら
実
質
的
警
察
概
念
の
妥
当
性
を
直
截
に
批
判
す
る
ガ
レ
ッ
テ
の
よ
う
な
立
場
を
採
る
論
者
も
わ
（　
）
１４ツ
は
論　　　説
（ ）１６（甲南法学’ １６）５７─１・２─１６
が
国
で
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
伝
統
的
な
警
察
権
の
限
界
論
に
た
い
す
る
批
判
を
展
開
し
た
田
村
正
博
の
所
論
の
な
か
に
ガ
レ
ッ
テ
と
同
様
の
法
実
証
主
義
的
な
視
点
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
田
村
は
、
実
質
的
警
察
概
念
（
学
問
上
の
警
察
概
念
）
に
た
い
し
て
も
批
判
的
な
立
場
を
採
る
が
、
そ
の
批
判
の
主
た
る
対
象
は
、
警
察
概
念
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
警
察
権
の
限
界
論
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
、
警
察
権
限
が
ど
う
よ
う
な
要
件
の
も
と
で
、
ま
た
誰
に
た
い
し
て
行
使
さ
れ
る
の
か
を
決
め
る
の
は
、
学
者
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
条
理
規
範
で
は
な
く
、
実
定
法
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
本
来
あ
る
べ
き
警
察
権
の
限
界
は
、
実
定
憲
法
と
警
察
法
律
の
解
釈
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
学
者
が
講
学
上
つ
く
り
あ
げ
た
条
理
規
範
に
依
拠
し
て
警
察
権
の
限
界
を
論
ず
る
こ
と
は
警
察
行
政
の
適
正
な
任
務
遂
行
を
阻
害
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ
る
、
と
批
判
す 
　
こ
の
よ
う
に
、
警
察
権
限
を
創
設
し
、
そ
れ
を
規
制
す
る
の
は
立
法
者
で
あ
る
と
い
う
法
実
証
主
義
的
な
視
点
が
強
調
さ
れ
る
と
き
、
警
察
権
限
の
行
使
の
統
制
法
理
だ
け
で
な
く
、
実
質
的
警
察
概
念
の
中
心
的
な
構
成
要
素
で
あ
る
消
極
目
的
概
念
の
評
価
に
つ
い
て
も
必
然
的
に
一
定
の
変
化
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
伝
統
的
な
「
警
察
権
の
限
界
」
の
理
論
の
一
つ
で
あ
る
「
警
察
消
極
目
的
の
原
則
」
の
妥
当
性
が
否
定
さ
れ
、
他
方
で
、
警
察
組
織
に
い
か
な
る
権
限
を
付
与
す
る
か
の
決
定
が
立
法
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
か
り
に
立
法
者
の
判
断
で
積
極
目
的
的
・
危
険
配
慮
的
な
権
限
が
警
察
組
織
に
与
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
に
何
ら
問
題
は
な
く
、
警
察
の
任
務
は
、
積
極
・
消
極
の
区
別
に
関
係
な
く
、
こ
れ
ら
の
権
限
の
総
体
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
田
村
正
博
が
法
実
証
主
義
の
立
場
を
強
調
し
た
の
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
警
察
権
の
限
界
論
を
批
判
す
る
た
め
で
あ
り
、
実
質
的
警
察
概
念
そ
れ
自
体
の
妥
当
性
に
言
及
す
る
際
に
は
、
こ
の
視
点
は
必
ず
し
も
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
警
察
責
任
の
原
則
に
た
い
す
る
批
判
に
関
連
し
て
、「
権
限
の
行
使
の
対
象
は
、
権
限
を
規
定
し
た
法
律
の
条
文
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
」
と
い
う
視
点
を
一
貫
す
る
の
で
あ
れ 
実
質
的
警
察
概
念
の
批
判
に
あ
た
っ
て
も
、
警
察
任
務
は
消
極
（　
）
１５る
。
（　
）
１６ば
、
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─１７（ ）１７
的
な
も
の
と
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
限
定
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
く
、
警
察
の
任
務
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
、
警
察
作
用
を
規
律
す
る
「
法
律
の
条
文
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
」
と
主
張
す
る
の
が
道
理
に
か
な
っ
た
考
え
方
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
田
村
正
博
の
所
説
に
た
い
す
る
理
解
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
田
村
と
ガ
レ
ッ
テ
の
思
考
方
法
に
お
い
て
類
似
点
を
指
摘
す
る
こ
と
も
ま
た
可
能
に
な
る
で
あ
ろ 
三　
以
上
の
二
つ
の
観
点
か
ら
の
実
質
的
警
察
概
念
の
批
判
に
比
べ
る
と
、
脱
警
察
化
の
観
点
か
ら
の
批
判
は
、
わ
が
国
で
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
高
田
敏
は
、
ゲ
ッ
ツ
と
同
様
の
視
点
に
た
ち
脱
警
察
化
を
実
質
的
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
狭
義
の
行
政
警
察
の
概
念
を
設
定
す
る
意
味
を
否
定 
高
木
光
も
、
こ
の
高
田
の
見
解
に
賛
同
す 
狭
義
の
行
政
警
察
領
域
を
警
察
法
領
域
か
ら
除
外
す
る
こ
と
は
、
警
察
法
領
域
の
単
な
る
量
的
縮
小
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
い
。「
狭
義
の
行
政
警
察
」
と
い
う
概
念
の
解
体
は
、
消
極
目
的
概
念
に
よ
る
行
政
作
用
の
理
論
的
分
類
の
意
味
、
消
極
目
的
の
行
政
作
用
に
妥
当
す
る
統
一
的
な
法
理
の
提
示
の
可
能
性
等
に
関
し
て
、
実
質
的
警
察
概
念
の
法
的
概
念
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
根
本
的
な
疑
問
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
集
会
結
社
・
大
衆
運
動
・
選
挙
・
外
国
人
・
風
俗
・
危
険
物
な
ど
の
、
伝
統
的
に
「
保
安
警
察
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
警
察
法
領
域
に
限
定
し
て
実
質
的
警
察
概
念
の
妥
当
性
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。「
狭
義
の
行
政
警
察
」
と
「
保
安
警
察
」
と
い
う
対
概
念
は
、
実
質
的
警
察
概
念
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
行
政
作
用
法
領
域
を
分
類
・
整
理
す
る
た
め
の
下
位
概
念
で
あ
り
、
一
方
の
概
念
を
切
り
捨
て
、
他
方
の
概
念
を
実
質
的
警
察
概
念
と
同
列
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
⑵　
学
問
上
の
警
察
概
念
に
た
い
す
る
批
判
一　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
実
質
的
警
察
概
念
の
戦
前
か
ら
戦
後
へ
の
継
受
は
も
っ
ぱ
ら
行
政
法
学
説
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
行
政
法
学
説
に
お
い
て
継
受
さ
れ
た
実
質
的
警
察
概
念
は
、
そ
の
後
、
行
政
作
（　
）
１７う
。
（　
）
１８し
、
（　
）
１９る
。
論　　　説
（ ）１８（甲南法学’ １６）５７─１・２─１８
用
法
各
論
の
理
論
的
検
討
作
業
の
な
か
で
、
そ
の
妥
当
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
消
極
目
的
」「
積
極
目
的
」
等
の
一
般
的
・
抽
象
的
な
目
的
概
念
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
現
行
の
実
定
行
政
法
秩
序
を
整
理
し
、
そ
の
全
体
像
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
目
的
の
も
と
に
包
摂
さ
れ
た
諸
法
令
の
執
行
作
用
に
統
一
的
に
適
用
さ
れ
る
法
解
釈
上
の
原
則
を
見
出
そ
う
と
す
る
行
政
法
学
方
法
論
そ
の
も
の
が
批
判
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ 
　
ま
た
、
実
質
的
警
察
概
念
を
行
政
作
用
法
の
学
問
的
体
系
化
の
手
段
と
し
て
取
り
入
れ
た
田
中
二
郎
は
、
実
定
法
上
の
警
察
の
作
用
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
消
極
目
的
の
作
用
と
し
て
捉
え
、
実
質
的
警
察
概
念
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
「
警
察
権
の
限
界
」
の
理
論
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
立
場
を
採
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
戦
後
の
通
説
的
行
政
法
学
説
の
対
応
に
は
警
察
実
務
の
側
か
ら
疑
問
が
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
伝
統
的
な
警
察
権
の
限
界
論
に
疑
問
を
呈
し
た
論
者
の
な
か
で
最
も
体
系
的
に
批
判
論
を
展
開
し
た
田
村
正
博
の
所
論
を
み
て
お
こ
う
。
田
村
の
見
解
は
、
以
下
の
三
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
そ
の
一
は
、
こ
の
理
論
の
必
要
性
で
あ
る
。
警
察
権
の
限
界
論
の
存
在
意
義
は
、
法
治
主
義
の
原
理
が
制
度
的
に
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
明
治
憲
法
下
に
お
い
て
、
国
民
の
権
利
・
自
由
を
保
護
す
る
た
め
に
警
察
活
動
の
条
理
上
の
限
界
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
権
尊
重
主
義
と
法
治
主
義
を
重
視
す
る
現
行
憲
法
下
に
お
い
て
は
、
権
利
・
自
由
の
侵
害
の
要
件
は
法
律
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
の
が
原
則
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
条
理
上
の
規
範
を
別
途
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
が
改
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な 
　
ま
た
、「
私
住
所
の
不
可
侵
」
お
よ
び
「
警
察
比
例
の
原
則
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
私
住
所
へ
の
立
入
り
の
制
限
や
比
例
原
則
の
適
用
は
、
憲
法
か
ら
直
接
導
か
れ
る
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
行
政
機
関
の
活
動
に
妥
当
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
警
察
法
上
の
条
理
規
範
と
し
て
構
成
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
と
い
う
こ
と
に
な 
　
そ
の
二
は
、
同
理
論
の
内
容
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
の
疑
問
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
田
村
正
博
は
、「
警
察
消
極
目
的
の
原
則
」
に
つ
（　
）
２０た
。
（　
）
２１る
。
（　
）
２２る
。
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い
て
、「『
警
察
』
を
『
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
た
め
の
活
動
』
と
定
義
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
活
動
が
消
極
目
的
（
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
目
的
）
な
の
は
当
然
で
あ
っ
て
（
そ
う
で
な
け
れ
ば
定
義
と
矛
盾
す
る
）、
何
ら
『
原
則
』
で
も
『
理
論
』
で
も
な
い 
述
べ
、「
警
察
公
共
の
原
則
」
に
つ
い
て
は
、「『
学
問
上
の
警
察
』
が
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
国
民
の
権
利
・
自
由
の
制
限
の
作
用
で
あ
る
以
上
、
そ
の
目
的
達
成
と
関
係
な
い
個
人
の
私
生
活
に
介
入
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
当
然
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る 
し
て
伝
統
的
な
警
察
法
学
に
お
け
る
概
念
定
義
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
　
そ
の
三
は
、
伝
統
的
な
警
察
権
の
限
界
論
が
「
実
際
の
警
察
」
の
活
動
に
及
ぼ
す
負
の
影
響
で
あ
る
。
警
察
実
務
の
職
に
携
わ
っ
て
い
た
田
村
正
博
に
と
っ
て
、
こ
の
点
が
最
も
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
論
点
で
あ
っ
た
。
彼
は
、「
学
問
上
の
警
察
」
と
「
実
際
の
警
察
」
は
相
互
に
異
な
る
内
容
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
ば
し
ば
二
つ
が
混
同
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
学
問
上
の
警
察
」
が
「
実
際
の
警
察
」
を
そ
の
本
来
の
枠
を
超
え
て
規
制
す
る
よ
う
な
状
況
が
も
た
ら
さ
れ
た
、
と
指
摘
す
る
。
そ
の
際
、
田
村
正
博
が
特
に
注
目
す
る
の
は
、「
警
察
消
極
目
的
の
原
則
」
と
「
民
事
不
介
入
の
原
則
」
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
学
者
が
つ
く
っ
た
こ
れ
ら
の
条
理
規
範
が
「
実
際
の
警
察
」
の
活
動
に
適
用
さ
れ
た
結
果
、「
あ
た
か
も
実
際
の
警
察
の
活
動
が
す
べ
て
消
極
目
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
か
、「
警
察
が
自
ら
の
責
務
を
果
た
す
た
め
に
当
然
に
必
要
と
さ
れ
る
活
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」
か
の
よ
う
な
誤
解
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ 
二　
以
上
の
田
村
正
博
の
批
判
的
見
解
の
特
徴
は
、
現
行
警
察
法
上
の
警
察
組
織
の
活
動
の
視
点
か
ら
実
質
的
警
察
概
念
（
学
問
上
の
警
察
概
念
）
お
よ
び
伝
統
的
な
警
察
権
の
限
界
論
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
点
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
主
張
は
、
現
行
警
察
法
上
の
警
察
組
織
の
行
う
行
政
活
動
を
統
制
す
る
規
範
は
、
学
者
の
つ
く
る
条
理
で
は
な
く
、
憲
法
・
法
律
等
の
実
定
法
規
か
ら
導
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
法
実
証
主
義
的
な
観
点
と
、
当
該
条
理
の
拘
束
の
も
と
で
は
警
察
任
務
の
適
正
な
遂
行
が
阻
害
さ
れ
る
と
い
う
機
能
主
義
的
あ
る
い
は
法
政
策
的
な
観
点
か
ら
の
批
判
の
両
方
を
含
ん
で
い
る
。
実
質
的
警
察
概
念
の
学
問
上
の
概
念
と
し
て
の
有
効
（　
）
２３」
と
（　
）
２４」
と
（　
）
２５た
。
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性
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
行
政
法
学
界
に
お
い
て
疑
問
が
呈
せ
ら
れ
て
き
た 
警
察
実
務
の
観
点
か
ら
も
こ
の
概
念
の
妥
当
性
を
疑
問
と
す
る
見
解
が
だ
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す 
同
概
念
に
つ
い
て
、
行
政
作
用
法
の
理
論
的
体
系
化
の
た
め
の
道
具
概
念
と
し
て
の
価
値
だ
け
で
な
く
、
警
察
行
政
権
の
統
制
法
理
を
生
み
出
す
た
め
の
理
論
的
前
提
と
し
て
の
価
値
も
否
定
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
行
政
法
学
は
、
実
質
的
警
察
概
念
論
と
は
別
の
視
点
か
ら
警
察
作
用
法
の
理
論
的
考
察
の
方
途
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
実
質
的
意
味
の
警
察
の
観
念
か
ら
一
旦
離
れ
、
実
定
法
上
の
警
察
（
以
下
で
は
、「
制
度
上
の
警
察
」
と
呼
ぶ
）
の
作
用
に
着
目
し
な
が
ら
、
当
該
警
察
作
用
に
適
用
さ
れ
る
法
理
の
内
容
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
上
の
警
察
の
作
用
に
着
目
し
た
法
理
論
の
考
察
は
、
警
察
作
用
法
の
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
理
論
体
系
を
生
み
出
す
こ
と
を
直
接
の
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
制
度
上
の
警
察
の
任
務
と
権
限
は
、
理
論
的
な
観
点
か
ら
定
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
社
会
的
・
政
治
的
状
況
を
背
景
に
し
て
立
法
者
の
政
策
的
判
断
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
制
度
上
の
警
察
」
の
概
念
に
依
拠
し
て
実
質
的
警
察
概
念
論
に
対
抗
す
る
新
た
な
警
察
概
念
論
を
展
開
す
る
試
み
に
学
問
的
な
成
果
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
Ｆ
・
マ
イ
ヤ
ー
等
の
バ
イ
エ
ル
ン
警
察
法
学
派
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
制
度
的
警
察
概
念
論
の
そ
の
後
の
展
開
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ 
制
度
上
の
警
察
に
注
目
す
る
の
は
、
そ
こ
に
新
た
な
警
察
概
念
の
設
定
の
理
論
的
な
可
能
性
を
求
め
る
た
め
で
は
な
く
、
警
察
権
の
実
効
的
な
統
制
法
理
の
あ
り
方
を
探
求
し
、
そ
こ
か
ら
警
察
法
の
新
た
な
理
論
体
系
の
構
築
の
契
機
を
見
出
す
た
め
で
あ
る
。
伝
統
的
な
警
察
権
の
限
界
論
に
た
い
す
る
田
村
正
博
の
問
題
提
起
を
受
け
て
、
よ
り
発
展
的
な
方
向
で
警
察
権
の
統
制
法
理
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
め
て
い
く
た
め
に
も
、
制
度
上
の
警
察
の
作
用
に
着
目
し
て
検
討
す
る
の
が
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（　
）
２６が
、
（　
）
２７る
。
（　
）
２８る
。
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Ⅲ　
制
度
上
の
警
察
と
警
察
権
の
統
制
法
理
　
伝
統
的
な
行
政
法
（
警
察
法
）
学
は
、
行
政
作
用
の
目
的
と
手
段
の
観
点
か
ら
抽
象
的
な
内
容
の
警
察
概
念
を
作
り
出
し
、
当
該
概
念
を
起
点
に
し
て
警
察
法
の
理
論
的
体
系
化
と
警
察
活
動
の
限
界
の
設
定
を
試
み
て
き
た
。
し
か
し
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
方
法
論
で
は
有
意
味
な
行
政
作
用
法
の
理
論
的
体
系
化
も
、
ま
た
実
際
の
警
察
活
動
に
対
応
し
た
有
効
な
統
制
法
理
の
創
出
も
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
実
質
的
警
察
概
念
論
か
ら
離
れ
て
、
現
行
実
定
法
上
の
警
察
組
織
の
作
用
に
注
目
し
、
そ
の
機
能
的
特
徴
に
着
目
し
た
統
制
法
理
の
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
こ
の
視
点
は
、
す
で
に
藤
田
宙
靖
、
高
木
光
等
の
論
者
が
提
唱
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
も
、「
学
問
上
の
警
察
」
で
は
な
く
、
実
定
法
上
の
警
察
、
す
な
わ
ち
「
制
度
上
の
警
察
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
法
治
主
義
、
抑
制
の
原
理
お
よ
び
警
察
作
用
の
機
能
的
特
徴
の
三
つ
の
視
点
か
ら
警
察
作
用
法
上
の
課
題
を
整
理
し
検
討
す
る
こ
と
に
し
た 
１　
法
治
主
義
の
視
点
一　
藤
田
宙
靖
は
、
警
察
法
理
論
に
お
け
る
諸
概
念
・
諸
制
度
の
法
的
（
規
範
的
）
意
味
の
抽
出
は
、
結
局
、「
広
い
意
味
で
の
法
治
主
義
が
、
制
度
・
理
論
上
、
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
た
展
開
さ
れ
て
行
く
べ
き
な
の
か
、
を
考
察
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え
を
示
し 
こ
の
藤
田
の
指
摘
は
基
本
的
に
同
意
で
き
る
。
た
だ
、
戦
前
の
美
濃
部
達
吉
や
佐
々
木
惣
一
、
そ
し
て
戦
後
の
田
中
二
郎
の
行
政
法
学
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
き
た
警
察
法
理
論
上
の
諸
概
念
も
、
あ
る
も
の
は
こ
の
領
域
に
お
け
る
法
治
主
義
を
具
体
化
す
る
機
能
を
も
ち
、
あ
る
も
の
は
そ
の
限
界
を
示
す
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
は
、
藤
田
の
所
論
は
、
特
に
新
た
な
視
点
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
わ
が
国
の
警
察
法
理
論
が
（　
）
２９い
。
（　
）
３０た
。
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行
っ
て
き
た
こ
と
を
再
確
認
す
る
意
味
し
か
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
　
ま
た
、
こ
こ
で
藤
田
宙
靖
が
用
い
た
「
広
い
意
味
で
の
法
治
主
義
」
と
い
う
言
葉
が
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
「
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
」
を
意
味
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
杉
村
敏
正
の
主
張
し
た
「
法
の
支
配
」
の
理
念
に
基
づ
く
実
質
的
法
治
主
義
ま
で
含
め
た
「
法
治
主
義
」
を
指
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
一
般
的
に
「
行
政
作
用
の
法
的
統
制
」
と
い
う
程
度
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
法
治
主
義
に
言
及
す
る
藤
田
の
意
図
が
警
察
法
の
理
論
体
系
の
形
成
の
観
点
か
ら
み
て
有
意
義
な
概
念
の
抽
出
に
あ
る
と
し
て
も
、
そ
こ
で
い
う
「
法
治
主
義
」
の
内
容
が
確
定
し
て
い
な
け
れ
ば
、「
警
察
行
政
法
理
論
に
お
け
る
諸
概
念
・
諸
制
度
の
法
的
（
規
範
的
）
意
味
」
の
十
分
な
検
討
も
困
難
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
二　
警
察
法
学
の
中
心
的
な
課
題
は
、
藤
田
宙
靖
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
法
治
主
義
の
原
則
の
警
察
行
政
へ
の
適
用
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
、
法
治
主
義
の
原
則
の
内
容
の
理
解
に
お
い
て
は
、
法
律
へ
の
形
式
的
な
適
合
性
で
満
足
す
べ
き
で
は
な
く
、
実
質
的
法
治
主
義
の
視
点
を
起
点
に
据
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
お
よ
び
わ
が
国
の
法
治
主
義
（
法
治
国
）
の
原
則
を
め
ぐ
る
理
論
的
展
開
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
高
田
敏
は
、
実
質
的
法
治
主
義
に
つ
い
て
、「
人
権
保
障
を
目
的
と
し
、
そ
の
目
的
実
現
の
た
め
に
種
々
の
法
的
手
段
を
設
け
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
不
可
侵
の
基
本
的
人
権
の
保
障
、
憲
法
の
最
高
法
規
性
、
違
憲
審
査
制
、
民
主
的
権
力
分
立
制
、
立
法
の
憲
法
秩
序
へ
の
羈
束
等
を
含
む
、
と
指
摘
し
て
い 
こ
の
よ
う
な
高
田
の
指
摘
を
参
照
し
つ
つ
、
実
質
的
法
治
主
義
の
観
点
か
ら
警
察
法
学
の
課
題
を
捉
え
た
場
合
、
さ
し
あ
た
り
、
次
の
点
が
重
視
す
べ
き
事
項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
①　
基
本
的
人
権
の
保
障
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、「
権
力
を
統
制
す
る
法
」
と
し
て
の
警
察
法
の
性
格
を
重
視
す
る
こ
と
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
警
察
裁
量
の
統
制
が
警
察
法
学
の
重
要
な
課
題
と
な
る
。
②　
旧
憲
法
下
の
形
式
的
法
治
主
義
を
否
定
し
、
警
察
の
組
織
や
活
動
の
法
律
へ
の
適
合
性
の
確
保
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
警
察
実
（　
）
３１る
。
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定
法
の
憲
法
へ
の
適
合
性
の
問
題
に
も
踏
み
込
ん
で
検
討
す
る
こ
と
。
こ
の
意
味
で
は
、
警
察
実
定
法
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
警
察
行
政
の
統
制
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
前
提
で
あ
る
警
察
実
定
法
そ
の
も
の
の
内
容
の
妥
当
性
ま
で
問
う
こ
と
に
な
る
。
③　
戦
前
の
警
察
が
、
そ
の
治
安
機
能
を
福
利
行
政
の
領
域
に
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
権
利
・
自
由
を
不
当
に
侵
害
し
た
歴
史
的
事
実
を
直
視
し
、
警
察
活
動
の
政
治
警
察
化
に
た
い
す
る
法
的
統
制
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
田
上
穰
治
の
主
張
す
る
よ
う 
「
政
治
警
察
」
に
関
わ
る
論
点
を
警
察
法
学
の
対
象
か
ら
外
す
こ
と
は
妥
当
性
を
欠
く
。
三　
実
質
的
警
察
概
念
に
お
い
て
は
、
権
力
性
の
契
機
は
、
消
極
目
的
の
概
念
と
並
ん
で
、
警
察
概
念
の
重
要
な
要
素
と
さ
れ
て
き
た
。
美
濃
部
達
吉
や
田
中
二
郎
に
あ
っ
て
は
、
権
力
性
の
契
機
は
、
実
質
的
警
察
概
念
の
構
成
要
素
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
佐
々
木
惣
一
の
説
に
あ
っ
て
も
、
警
察
概
念
に
お
け
る
権
力
性
の
契
機
に
つ
い
て
は
微
妙
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、「
権
力
を
用
い
て
人
の
自
然
の
自
由
を
制
限
す
る
」
行
為
が
警
察
作
用
の
中
心
部
分
に
な
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い 
　
ま
た
、
伝
統
的
な
警
察
法
学
に
お
い
て
は
、
警
察
作
用
の
権
力
性
は
「
命
令
」
と
「
強
制
」
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
。
美
濃
部
達
吉
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
命
令
ト
ハ
或
ル
事
ヲ
為
シ
又
ハ
為
サ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
命
ズ
ル
行
為
ニ
シ
テ
、
即
チ
作
為
又
ハ
不
作
為
ノ
義
務
ヲ
負
ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
之
ヲ
警
察
下
命
ト
謂
フ
コ
ト
ヲ
得
。
或
ハ
其
ノ
命
ジ
タ
ル
義
務
ヲ
免
除
ス
ル
コ
ト
ア
リ
、
之
ヲ
警
察
許
可
と
謂
フ
、
等
シ
ク
警
察
下
命
ノ
反
面
ニ
外
ナ
ラ
ズ
。
強
制
ト
ハ
実
力
ヲ
以
テ
身
体
財
産
ニ
拘
束
ヲ
加
フ
ル
行
為
ニ
シ
テ
之
ヲ
警
察
強
制
ト
謂
フ
。
警
察
ノ
作
用
ハ
此
ノ
何
レ
カ
ノ
外
ヲ
出
デ
ズ
」 
さ
ら
に
、
佐
々
木
惣
一
は
「
警
察
権
の
発
動
の
形
式
」
と
し
て
「
実
力
制
限
」（
ま
た
は
「
直
接
制
限
」）
と
「
命
令
制
限
」（
ま
た
は
「
間
接
制
限
」）
を
挙
げ
る
。「
実
力
制
限
」
と
は
「
初
め
よ
り
人
に
実
力
を
加
へ
て
之
を
一
定
の
態
度
に
置
き
、
以
て
社
会
生
活
の
秩
序
の
障
害
を
除
去
す
る
」
作
用
で
あ
り
、
こ
れ
を
行
政
法
学
上
の
行
為
類
型
論
に
当
て
は
め
る
な
ら
ば
「
即
時
強
制
」
に
対
応
す 
他
方
、「
命
令
制
限
」
は
、「
人
（　
）
３２に
、
（　
）
３３る
。
（　
）
３４と
。（　
）
３５る
。
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に
一
定
の
態
度
を
命
令
し
、
其
の
態
度
を
取
ら
し
む
る
こ
と
に
依
っ
て
社
会
生
活
の
障
害
を
除
去
す
る
」
作
用
を
意
味
し
、
命
令
・
禁
止
等
の
侵
害
的
行
政
処
分
に
該
当
す
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
田
中
二
郎
は
、
警
察
作
用
を
「
公
共
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
、
一
般
統
治
権
に
基
づ
き
、
人
民
に
命
令
し
強
制
し
、
そ
の
自
然
の
自
由
を
制
限
す
る
作
用
」
と
定
義
し
た
う
え
で
、
そ
の
具
体
的
な
行
為
形
態
と
し
て
、
警
察
下
命
、
警
察
許
可
、
警
察
強
制
、
警
察
罰
を
挙
げ 
　
こ
の
よ
う
に
、
実
質
的
警
察
概
念
論
に
お
い
て
は
、
警
察
作
用
の
権
力
性
の
契
機
は
、
こ
れ
を
警
察
概
念
の
構
成
要
素
と
し
て
組
み
入
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
見
解
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
警
察
法
の
理
論
体
系
の
規
定
的
要
素
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
か
つ
、
そ
の
権
力
性
の
内
容
は
、
も
っ
ぱ
ら
権
利
制
限
的
・
義
務
賦
課
的
行
政
処
分
お
よ
び
市
民
の
身
体
・
財
産
に
た
い
し
て
直
接
的
な
侵
害
を
も
た
ら
す
実
力
行
使
の
意
味
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
四　
こ
れ
に
た
い
し
て
、
制
度
上
の
警
察
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
権
限
規
定
を
参
照
し
つ
つ
警
察
作
用
の
権
力
性
の
内
容
を
確
認
し
て
い
く
作
業
を
行
う
場
合
、
実
質
的
警
察
概
念
論
の
よ
う
に
、
警
察
作
用
の
権
力
性
を
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
多
様
な
警
察
作
用
の
根
拠
法
令
の
な
か
に
は
、
伝
統
的
な
警
察
法
理
論
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
警
察
命
令
」「
警
察
許
可
」「
警
察
強
制
」
等
の
行
為
類
型
に
当
て
は
ま
る
作
用
権
限
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
個
々
の
行
為
類
型
に
該
当
す
る
作
用
権
限
を
警
察
作
用
根
拠
法
令
の
な
か
か
ら
見
つ
け
出
し
て
整
理
す
る
作
業
は
、
伝
統
的
な
行
政
法
各
論
と
し
て
の
警
察
法
学
の
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
整
理
作
業
は
、
こ
こ
で
は
重
要
な
意
味
を
も
た
な
い
。
　
も
と
よ
り
、
既
述
の
侵
害
的
行
為
類
型
に
該
当
す
る
警
察
作
用
が
権
力
性
を
有
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
警
察
が
市
民
に
た
い
し
て
一
方
的
に
作
為
ま
た
は
不
作
為
の
義
務
を
課
し
た
り
、
実
力
の
行
使
に
よ
っ
て
市
民
の
身
体
の
自
由
や
財
産
を
直
接
的
に
制
限
す
る
作
用
に
つ
い
て
、
そ
の
権
力
性
を
否
定
す
る
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
実
質
的
警
察
概
念
に
お
け
る
権
力
性
の
契
機
が
命
令
的
行
政
処
分
や
行
政
強
制
に
お
い
て
顕
著
に
表
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
（　
）
３６る
。
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
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。
し
か
し
、
権
力
性
の
認
め
ら
れ
る
警
察
作
用
が
、
こ
の
よ
う
な
侵
害
的
行
為
類
型
に
該
当
す
る
行
為
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
問
題
と
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
　
た
と
え
ば
、
警
察
官
職
務
執
行
法
が
警
察
官
の
行
う
職
務
質
問
の
要
件
を
限
定
し
て
い
る
の
も
、
そ
こ
に
警
察
行
政
に
付
随
す
る
権
力
性
の
契
機
に
着
目
し
て
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
職
務
質
問
自
体
は
相
手
方
に
応
答
の
義
務
を
課
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
法
的
に
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
警
職
法
上
の
職
務
質
問
は
、
伝
統
的
な
行
政
法
学
上
の
行
為
類
型
論
に
当
て
は
め
て
考
え
る
な
ら
ば
、
非
権
力
的
事
実
行
為
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
治
安
維
持
や
犯
罪
捜
査
の
観
点
か
ら
強
力
な
実
力
行
使
の
権
限
を
与
え
ら
れ
た
警
察
官
の
行
う
職
務
上
の
質
問
が
相
手
方
に
与
え
る
心
理
的
な
影
響
＝
事
実
上
の
強
制
力
は
法
的
な
観
点
か
ら
み
て
も
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
質
問
の
た
め
の
停
止
、
質
問
、
同
行
の
要
求
等
の
行
為
を
、
単
純
に
行
政
処
分
等
の
権
力
的
行
為
形
式
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
法
治
主
義
的
統
制
の
必
要
性
を
低
く
評
価
す
る
方
向
に
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
妥
当
で
は
な 
　
さ
ら
に
、
警
察
に
よ
る
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
活
動
の
法
的
統
制
の
あ
り
方
も
警
察
法
学
の
重
要
な
検
討
課
題
と
な
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
と
わ
が
国
の
警
察
法
制
度
の
展
開
を
比
較
し
た
場
合
、
両
者
の
大
き
な
相
違
点
の
一
つ
と
し
て
、
警
察
に
よ
る
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
に
つ
い
て
の
法
的
規
制
の
あ
り
方
に
み
ら
れ
る
差
異
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
別 
論
じ
た
よ
う
に
、
一
九
八
三
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
（
国
勢
調
査
判
決
）
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
に
関
わ
る
警
察
権
限
の
法
定
化
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
今
日
の
ド
イ
ツ
の
警
察
実
定
法
の
定
め
る
権
限
規
定
の
な
か
で
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
に
関
す
る
権
限
規
定
の
占
め
る
割
合
は
相
当
高
く
な
っ
て
き
て
い 
　
ド
イ
ツ
で
は
、
本
人
の
同
意
な
し
に
国
家
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
は
、
憲
法
上
の
個
人
の
権
利
（
情
報
自
己
決
定
権
等
）
に
た
い
す
る
「
侵
害
（E
ingriff
 
 
    
）」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
、
法
律
に
よ
る
規
制
が
、
（　
）
３７い
。
（　
）
３８稿
で
（　
）
３９る
。
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命
令
・
強
制
等
の
権
力
的
行
為
形
式
を
伴
わ
な
い
情
報
の
収
集
・
処
理
活
動
に
も
徐
々
に
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
個
々
の
市
民
を
単
な
る
警
察
行
政
の
客
体
と
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、
個
々
に
独
立
し
た
人
格
的
主
体
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
権
力
的
行
為
形
式
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
本
人
の
同
意
な
し
に
こ
の
者
の
個
人
情
報
を
収
集
・
処
理
す
る
行
為
そ
の
も
の
に
つ
い
て
一
定
の
法
的
規
制
を
加
え
る
こ
と
が
実
質
的
法
治
主
義
の
観
点
か
ら
必
要
と
な
る
。
警
察
に
よ
る
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
に
関
す
る
権
限
を
個
別
に
法
定
化
し
て
い
く
ド
イ
ツ
の
立
法
政
策
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
し
て
も
、
技
術
的
に
進
歩
し
た
情
報
収
集
・
処
理
機
器
を
利
用
し
た
警
察
の
情
報
収
集
・
処
理
活
動
の
権
利
侵
害
性
に
つ
い
て
十
分
に
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
わ
が
国
の
状
況
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
、
ド
イ
ツ
の
警
察
立
法
お
よ
び
そ
の
立
法
の
基
底
に
お
か
れ
る
実
質
的
法
治
主
義
の
思
考
に
つ
い
て
は
我
々
が
学
ぶ
べ
き
論
点
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き 
２　
警
察
法
上
の
基
本
原
則
と
し
て
の
抑
制
の
原
理
　
⑴　
抑
制
の
原
理
の
意
義
一　
こ
こ
で
い
う
「
抑
制
の
原
理
」
と
は
、
警
察
の
職
務
範
囲
や
そ
の
活
動
の
内
容
は
抑
制
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
原
則
を
示 
こ
の
原
則
は
、
後
で
ま
た
触
れ
る
よ
う
に
、
授
権
法
令
に
よ
っ
て
警
察
組
織
に
与
え
ら
れ
た
権
限
の
適
切
な
行
使
の
義
務
を
免
除
ま
た
は
緩
和
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
主
張
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。
国
賠
法
事
件
で
裁
判
所
に
よ
っ
て
違
法
と
判
断
さ
れ 
た
多
く
の
事
例
は
、
本
来
適
切
に
警
察
権
限
が
行
使
さ
れ
る
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て 
生
じ
た
損
害
に
関
す
る
も
の
で
あ 
こ
れ
ら
の
事
例
の
存
在
を
警
察
行
政
の
積
極
化
の
論
拠
の
一
つ
に
挙
げ
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な 
（　
）
４０る
。
（　
）
４１す
。
（　
）
４２り
、
（　
）
４３い
。
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─２７（ ）２７
　
田
中
二
郎
の
警
察
法
理
論
に
お
い
て
も
抑
制
の
原
理
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
警
察
法
の
理
論
体
系
を
構
築
す
る
際
の
基
底
的
視
点
と
し
て
後
背
に
退
き
、
警
察
法
理
論
を
構
成
す
る
原
則
の
一
つ
と
し
て
明
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
田
中
は
、
ま
ず
「
基
本
的
人
権
の
保
障
を
建
前
と
す
る
自
由
主
義
的
法
治
国
家
」
で
は
警
察
権
の
行
使
は
抑
制
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前
提
を
お
い
た
う
え
で
、
こ
れ
を
具
体
化
す
る
法
原
則
と
し
て
「
警
察
権
の
限
界
」
の
理
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
前
者
の
原
則
は
、
国
家
の
権
力
行
使
に
た
い
す
る
自
由
主
義
的
な
一
般
的
・
基
本
的
視
点
を
示
す
の
に
た
い
し
て
、
後
者
の
原
則
は
、
警
察
権
の
具
体
的
な
行
使
の
違
法
性
の
判
断
基
準
を
提
供
す 
二　
伝
統
的
な
自
由
主
義
的
警
察
法
理
論
で
は
、
実
質
的
警
察
概
念
の
も
と
に
、
建
築
、
保
健
・
衛
生
な
ど
の
広
範
な
行
政
領
域
が
警
察
行
政
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
警
察
行
政
＝
侵
害
行
政
と
い
う
前
提
の
も
と
に
警
察
行
政
領
域
に
は
抑
制
の
原
理
が
妥
当
す
る
と
主
張
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
日
、
こ
の
よ
う
な
理
解
が
妥
当
性
を
欠
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
行
政
領
域
で
の
活
動
を
「
侵
害
行
政
」
と
し
て
一
面
的
に
把
握
し
、
抑
制
の
原
理
の
妥
当
性
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
そ
こ
で
生
起
し
て
い
る
多
様
か
つ
複
雑
な
法
現
象
へ
の
適
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
途
を
閉
ざ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
　
ま
た
、
制
度
上
の
警
察
の
作
用
に
関
し
て
も
侵
害
行
政
の
観
念
か
ら
抑
制
の
原
理
の
妥
当
性
を
導
い
て
く
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
侵
害
的
な
行
政
活
動
が
市
民
の
権
利
・
自
由
の
保
障
の
観
点
か
ら
非
侵
害
的
な
行
政
活
動
よ
り
も
厳
し
い
法
的
規
制
の
も
と
に
お
か
れ
る
こ
と
は
、
如
何
な
る
行
政
法
領
域
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
当
然
に
承
認
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
警
察
法
の
領
域
に
お
い
て
抑
制
の
原
理
が
妥
当
す
る
こ
と
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
抑
制
の
原
理
を
制
度
上
の
警
察
の
作
用
の
基
本
原
理
と
し
て
受
け
入
れ
る
に
は
、
他
の
行
政
領
域
の
作
用
に
は
み
ら
れ
な
い
制
度
上
の
警
察
の
作
用
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
三　
警
察
は
、
市
民
の
日
常
生
活
の
身
近
に
存
在
す
る
行
政
組
織
の
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、
逮
捕
・
勾
留
・
捜
索
等
の
刑
事
法
上
（　
）
４４る
。
論　　　説
（ ）２８（甲南法学’ １６）５７─１・２─２８
の
強
制
処
分
を
行
う
権
限
、
あ
る
い
は
緊
急
時
に
は
即
時
的
・
直
接
的
な
実
力
行
使
を
行
え
る
権
限
も
有
し
て
い 
ま
た
、
警
察
組
織
は
、
犯
罪
捜
査
や
緊
急
時
の
危
険
（
障
害
）
防
除
の
任
務
を
実
効
的
に
行
え
る
よ
う
に
指
揮
命
令
の
シ
ス
テ
ム
を
重
視
し
た
系
統
的
な
組
織
形
態
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
上
の
警
察
の
組
織
形
態
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
、
そ
の
任
務
と
権
限
の
特
質
に
由
来
す
る
。
今
日
に
至
る
ま
で
警
察
組
織
の
職
務
範
囲
は
個
別
法
令
に
よ
る
授
権
に
よ
っ
て
次
第
に
拡
大
さ
れ
て
き
た
が
、
戦
後
改
革
に
よ
っ
て
新
た
に
つ
く
ら
れ
た
警
察
実
定
法
秩
序
の
も
と
に
お
い
て
は
、
犯
罪
捜
査
と
執
行
警
察
的
任
務
は
、
一
貫
し
て
制
度
上
の
警
察
の
任
務
の
中
心
に
位
置
し
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
　
戦
後
の
ド
イ
ツ
や
わ
が
国
で
実
施
さ
れ
た
警
察
制
度
改
革
＝
脱
警
察
化
に
よ
っ
て
、
一
般
行
政
機
関
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
有
し
て
い
た
戦
前
の
警
察
組
織
は
解
体
さ
れ
、
犯
罪
捜
査
と
執
行
警
察
を
主
た
る
任
務
と
す
る
警
察
組
織
が
新
た
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
戦
後
の
警
察
制
度
改
革
に
よ
っ
て
、
警
察
と
他
の
一
般
行
政
機
関
と
の
間
に
み
ら
れ
る
組
織
構
成
上
の
相
違
は
一
層
鮮
明
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。
警
察
組
織
は
、
市
民
の
日
常
生
活
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
犯
罪
捜
査
や
即
時
強
制
等
の
直
接
的
な
実
力
行
使
の
権
限
を
与
え
ら
れ
た
行
政
機
関
と
し
て
組
織
構
成
と
作
用
の
両
面
に
お
い
て
特
殊
性
が
認
め
ら
れ
る
。
他
の
行
政
領
域
に
お
け
る
危
険
（
障
害
）
防
除
は
そ
の
行
政
領
域
を
司
る
一
般
行
政
機
関
に
委
ね
、
警
察
組
織
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
捜
査
や
予
防
、
即
時
的
対
応
を
要
す
る
事
態
へ
の
対
処
が
そ
の
任
務
の
中
心
に
な
る
と
い
う
当
初
の
警
察
制
度
改
革
の
趣
旨
は
、
行
政
組
織
間
の
役
割
分
担
と
い
う
機
能
的
・
技
術
的
側
面
か
ら
評
価
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
戦
前
の
法
制
度
が
、
警
察
組
織
の
福
利
行
政
領
域
へ
の
広
範
な
関
与
を
許
容
し
、「
福
利
行
政
の
警
察
行
政
化
」
と
も
い
う
べ
き
現
象
を
生
み
出
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
へ
の
反
省
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
必
要
が
あ 
警
察
行
政
の
活
動
領
域
の
限
定
と
そ
の
法
的
統
制
の
厳
格
化
を
求
め
る
見
解
を
「
戦
後
社
会
に
お
け
る
一
部
の
国
民
の
警
察
権
力
へ
の
ア
レ
ル
ギ
 ー
か
、
国
民
の
「
警
察
組
織
に
対
す
る
潜
在
的
な
恐
怖
感
・
警
戒
心 
基
づ
く
主
張
と
し
て
片
付
け
る
の
で
は
な
く
、
憲
法
原
理
の
レ
ベ
ル
に
お
（　
）
４５る
。
（　
）
４６る
。
（　
）
４７」
と
（　
）
４８」
に
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─２９（ ）２９
い
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
高
田
敏
は
、「
危
険
の
防
止
・
除
去
の
た
め
の
機
関
に
或
種
の
福
祉
配
慮
的
任
務
を
与
え
る
方
向
は
、
『
古
の
警
察
国
家
へ
の
歩
み
』
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
警
察
庁
の
権
限
を
危
険
防
除
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
警
察
国
家
へ
の
歩
み
を
防
止
す
る
保
障
で
も
あ
る
」
と
述
べ
る 
現
行
憲
法
は
、
戦
前
の
権
威
主
義
的
国
家
統
治
構
造
の
否
定
の
う
え
に
成
立
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
い
っ
て
も
、
現
行
憲
法
が
、
基
本
的
人
権
の
保
護
の
観
点
か
ら
、
権
力
行
政
の
中
核
に
位
置
す
る
警
察
組
織
の
任
務
や
権
限
に
つ
い
て
は
抑
制
的
で
あ
る
こ
と
を
求
め
、
市
民
の
権
利
・
自
由
の
保
護
の
観
点
か
ら
他
の
行
政
機
関
の
作
用
よ
り
も
一
層
厳
格
な
法
的
統
制
の
も
と
に
お
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ 
　
⑵　
抑
制
の
原
理
と
警
察
権
の
限
界
論
一　
田
中
二
郎
は
、
実
質
的
警
察
概
念
論
に
依
拠
し
、
警
察
作
用
を
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
行
わ
れ
る
権
力
作
用
と
定
義
し
た
う
え
で
、
そ
の
作
用
を
福
祉
目
的
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
原
則
、
す
な
わ
ち
「
警
察
消
極
目
的
の
原
則
」
を
提
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
田
中
の
概
念
定
義
に
は
、
田
村
正
博
か
ら
、
結
局
、
消
極
目
的
の
行
政
作
用
は
消
極
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
当
然
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
た
。
警
察
概
念
か
ら
消
極
目
的
の
要
素
を
外
し
た
う
え
で
警
察
権
の
限
界
論
に
お
い
て
当
該
原
則
を
取
り
入
れ
た
美
濃
部
達
吉
や
、
消
極
目
的
の
警
察
概
念
を
設
定
す
る
一
方
に
お
い
て
警
察
権
の
限
界
論
で
は
同
原
則
を
排
除
し
た
佐
々
木
惣
一
の
説
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
よ
う
な
同
義
反
復
の
批
判
は
避
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
田
中
二
郎
は
、
警
察
概
念
に
消
極
目
的
の
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
警
察
権
の
限
界
論
で
も
消
極
目
的
の
原
則
を
取
り
入
れ
た
こ
と
か
ら
、
警
察
概
念
論
に
お
い
て
一
度
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
警
察
権
の
限
界
論
で
も
重
複
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
、
田
中
二
郎
の
警
察
法
理
論
に
向
け
ら
れ
た
田
村
正
博
の
批
判
は
、
基
本
的
に
正
当
な
内
容
を
有
す
る
も
の
と
考
え
（　
）
４９が
、
（　
）
５０る
。
論　　　説
（ ）３０（甲南法学’ １６）５７─１・２─３０
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
警
察
消
極
目
的
の
原
則
を
放
棄
す
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
を
直
ち
に
導
き
出
す
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
特
に
制
度
上
の
警
察
の
作
用
に
着
目
し
た
場
合
、
警
察
作
用
は
法
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
を
超
え
て
、
特
定
の
価
値
観
に
基
づ
く
社
会
秩
序
の
形
成
、
あ
る
い
は
他
の
専
門
的
行
政
領
域
で
の
政
策
の
形
成
に
積
極
的
に
関
与
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
規
範
論
を
展
開
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
一
定
の
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
制
度
上
の
警
察
が
、
犯
罪
捜
査
や
具
体
的
な
危
険
状
態
の
発
生
に
即
時
的
に
対
処
す
る
こ
と
を
本
来
の
任
務
と
し
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
目
的
の
遂
行
に
適
合
し
た
権
限
と
組
織
形
態
を
法
令
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
戦
前
の
警
察
制
度
が
、
犯
罪
捜
査
や
具
体
的
な
危
険
（
障
害
）
防
止
の
任
務
に
止
ま
ら
ず
福
利
行
政
領
域
に
ま
で
そ
の
活
動
範
囲
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
天
皇
制
国
家
の
封
建
的
・
反
自
由
主
義
的
価
値
観
を
国
民
の
間
に
徹
底
し
て
浸
透
さ
せ
る
と
い
う
当
時
の
政
府
の
統
治
政
策
の
実
現
の
手
段
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
に
た
い
す
る
反
省
に
基
づ
く
。
　
ま
た
、
警
察
消
極
目
的
の
原
則
の
妥
当
性
は
、
現
行
警
察
実
定
法
の
規
定
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
行
警
察
法
二
条
一
項
は
「
個
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
に
任
じ
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧
及
び
捜
査
、
被
疑
者
の
逮
捕
、
交
通
の
取
締
そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
当
た
る
」
こ
と
を
も
っ
て
警
察
の
責
務
と
し
、
さ
ら
に
、
同
条
二
項
に
お
い
て
「
警
察
の
活
動
は
、
厳
格
に
前
項
の
責
務
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
べ
き
」
と
規
定
す
る
。
同
条
に
お
い
て
「
個
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
」
の
文
言
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
警
察
に
は
、
個
人
の
生
命
・
身
体
等
を
保
護
す
る
た
め
に
積
極
的
に
活
動
す
べ
き
義
務
が
あ
る
と
主
張
す
る
論
者
も
い
る
が
、
こ
の
論
者
の
主
張
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
等
の
よ
う
に
個
人
の
保
護
を
目
的
と
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
法
律
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
限
の
行
使
に
消
極
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
個
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
」
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
る
な
ら
ば
、
警
察
が
「
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
」
の
範
囲
を
超
え
て
活
動
す
る
こ
と
を
承
認
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
内
容
の
主
張
を
展
開
し
て
い
る
わ
け
で
は
な 
現
在
お
（　
）
５１い
。
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─３１（ ）３１
よ
び
将
来
の
立
法
に
よ
っ
て
警
察
組
織
に
与
え
ら
れ
る
個
別
の
任
務
と
権
限
が
「
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
」
と
い
う
本
来
の
警
察
任
務
と
如
何
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
論
点
の
検
討
は
、
こ
れ
か
ら
も
警
察
法
学
の
重
要
な
課
題
で
あ
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
二　
警
察
比
例
の
原
則
と
私
生
活
お
よ
び
私
住
所
の
不
可
侵
の
原
則
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
原
則
は
憲
法
レ
ベ
ル
の
要
請
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
警
察
と
市
民
と
の
間
の
法
関
係
に
限
定
的
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な 
ま
た
、
民
事
不
介
入
の
原
則
は
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
に
も
関
係
し
て
く
る
が
、
裁
判
所
等
の
法
的
紛
争
処
理
機
関
と
警
察
組
織
と
の
権
限
配
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
た
う
え
で
補
充
性
の
原
則
の
適
用
事
例
と
し
て
整
理
・
検
討
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
　
警
察
責
任
の
原
則
は
、
佐
々
木
惣
一
の
よ
う
に
先
験
的
警
察
義
務
論
を
重
視
す
る
論
者
か
ら
す
れ
ば
伝
統
的
な
警
察
権
の
限
界
論
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
重
要
な
意
味
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
先
験
的
警
察
義
務
論
と
い
う
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
理
論
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
原
則
の
意
義
を
再
評
価
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
結
局
、
警
察
権
の
行
使
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
原
因
を
つ
く
っ
た
者
に
ま
ず
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
当
然
の
事
理
を
表
し
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な 
ま
た
、
警
察
措
置
が
誰
に
向
け
ら
れ
る
か
は
条
理
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
立
法
者
が
判
断
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
主
張
す
る
論
者
も
い 
三　
確
か
に
、
現
行
憲
法
下
に
お
い
て
、
警
察
責
任
の
原
則
を
警
察
法
領
域
に
固
有
な
条
理
規
範
と
し
て
堅
持
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
問
題
と
す
る
余
地
は
あ
る
。
し
か
し
、
警
察
が
対
処
す
べ
き
事
態
（
警
察
事
実
）
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
対
処
手
段
は
、
第
一
に
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に
責
任
を
有
す
る
者
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
一
般
原
則
を
提
示
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
警
察
事
実
の
惹
起
に
責
任
を
有
す
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
を
分
け
、
危
険
（
障
害
）
防
除
の
観
点
か
ら
後
者
の
者
に
も
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
警
察
は
警
察
事
実
の
発
（　
）
５２い
。
（　
）
５３る
。
（　
）
５４る
。
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生
・
存
在
に
関
係
し
な
い
者
の
権
利
・
自
由
を
制
限
し
て
ま
で
も
な
お
保
護
す
べ
き
重
要
な
法
益
が
存
在
す
る
か
な
ど
の
点
に
つ
い
て
考
慮
し
て
活
動
す
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、「
警
察
責
任
の
原
則
」
と
し
て
今
ま
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
条
理
規
範
を
、
比
例
原
則
と
同
じ
よ
う
に
（
あ
る
い
は
比
例
原
則
の
一
部
と
し
て
）、
憲
法
上
の
原
則
と
し
て
再
構
成
し
た
う
え 
警
察
活
動
を
統
制
す
る
原
則
の
一
つ
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
警
察
責
任
の
原
則
は
、
予
防
警
察
的
情
報
収
集
活
動
の
法
的
統
制
の
仕
組
み
を
考
え
る
際
の
前
提
的
原
理
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
戦
後
の
ド
イ
ツ
と
わ
が
国
の
警
察
実
定
法
制
度
を
比
較
し
た
場
合
に
即
座
に
気
づ
く
点
は
、
警
察
の
情
報
収
集
・
処
理
活
動
の
権
限
に
つ
い
て
の
実
定
法
上
の
規
律
密
度
に
み
ら
れ
る
差
異
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
で
は
一
九
八
三
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
を
契
機
と
し
て
連
邦
や
州
の
警
察
実
定
法
の
改
正
が
進
め
ら
れ
、
警
察
に
よ
る
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
に
関
す
る
個
別
権
限
規
定
の
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
で
は
警
察
実
定
法
の
規
定
の
相
当
多
く
の
部
分
が
当
該
警
察
権
限
の
規
律
に
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
わ
が
国
の
警
察
実
定
法
で
は
、
警
察
に
よ
る
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
活
動
を
規
律
す
る
規
定
の
整
備
は
極
め
て
消
極
的
か
つ
限
定
的
で
あ
る
。
　
確
か
に
、
ド
イ
ツ
の
警
察
実
定
法
制
度
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
個
別
的
な
権
限
規
律
方
式
を
わ
が
国
で
も
採
用
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
立
法
政
策
論
と
し
て
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
。
し
か
し
、
警
察
に
よ
る
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
が
、
単
な
る
非
権
力
的
な
事
実
行
為
で
は
な
く
、
国
民
の
権
利
・
自
由
に
た
い
す
る
侵
害
の
要
素
を
含
む
行
政
活
動
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
個
人
の
権
利
保
護
の
観
点
か
ら
当
該
警
察
活
動
を
法
的
に
規
律
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
司
法
機
関
が
明
示
的
に
示
し
、
そ
れ
を
受
け
て
立
法
機
関
が
警
察
法
令
の
改
正
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
、
わ
が
国
の
法
状
況
と
の
大
き
な
相
違
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
違
い
が
現
れ
て
く
る
の
は
、
わ
が
国
で
は
ド
イ
ツ
と
は
異
な
り
憲
法
裁
判
所
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
一
つ
の
理
由
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
）。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
警
察
に
よ
る
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
に
た
い
す
る
立
法
的
統
（　
）
５５で
、
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─３３（ ）３３
制
の
必
要
性
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
の
趣
旨
に
即
し
て
、
憲
法
が
国
民
に
保
障
し
た
情
報
自
己
決
定
権
等
の
権
利
の
保
護
の
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
て
き
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
一
方
に
お
い
て
、
警
察
に
よ
る
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
の
必
要
性
を
認
め
つ
つ
、
他
方
に
お
い
て
、
そ
れ
が
国
民
の
情
報
自
己
決
定
権
等
の
権
利
の
侵
害
を
も
た
ら
す
が
故
に
、
当
該
警
察
活
動
の
要
件
・
手
続
を
法
律
の
形
式
に
お
い
て
明
確
に
指
し
示
す
こ
と
を
立
法
者
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
同
裁
判
所
は
、
立
法
者
に
た
い
し
て
、
比
例
原
則
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
危
険
や
警
察
義
務
者
の
法
理
と
い
っ
た
伝
統
的
な
警
察
権
統
制
法
理
に
も
配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
ド
イ
ツ
警
察
法
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
後
期
か
ら
、
判
例
や
学
説
に
よ
っ
て
、
侵
害
的
警
察
措
置
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
警
察
権
の
発
動
を
必
要
と
す
る
危
険
状
態
が
具
体
的
に
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
、
警
察
措
置
が
向
け
ら
れ
る
名
宛
人
は
、
危
険
状
態
の
発
生
・
存
在
に
責
任
を
有
す
る
者
、
す
な
わ
ち
妨
害
者
（Störer
  
   
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
原
則
（
具
体
的
危
険
お
よ
び
警
察
義
務
者
の
法
理
）
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
警
察
が
実
際
に
犯
罪
予
防
の
た
め
に
行
う
情
報
収
集
活
動
は
、
テ
ロ
等
の
犯
罪
が
行
わ
れ
る
具
体
的
な
危
険
が
明
ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
実
施
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
危
険
性
が
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
に
止
ま
る
段
階
か
ら
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
テ
ロ
等
の
犯
罪
に
関
わ
る
者
を
警
察
が
最
終
的
に
確
定
す
る
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
は
、
当
該
犯
罪
と
は
実
際
に
関
わ
り
の
な
い
人
物
の
個
人
情
報
の
取
得
・
分
析
も
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
効
果
的
な
犯
罪
予
防
を
実
現
す
る
観
点
か
ら
、
伝
統
的
な
警
察
法
理
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
き
た
警
察
権
限
の
発
動
の
人
的
・
状
況
的
制
限
を
排
し
、
抽
象
的
・
潜
在
的
危
険
が
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
状
況
の
も
と
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
警
察
措
置
の
対
象
と
な
る
者
が
実
際
に
犯
罪
に
関
わ
っ
て
い
る
か
否
か
が
明
確
で
は
な
い
状
況
の
も
と
に
お
い
て
も
、
警
察
が
犯
罪
予
防
の
た
め
に
必
要
と
す
る
個
人
情
報
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
法
律
の
整
備
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
主
張
が
警
察
実
務
や
学
界
に
お
い
て
強
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
お
い
て
も
、
具
体
的
危
険
、
警
察
義
務
者
等
の
伝
統
的
な
警
察 
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権
統
制
法
理
を
放
棄
す
る
こ
と
な
く
、
犯
罪
予
防
の
た
め
に
必
要
な
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
の
権
限
を
規
律
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
法
理
に
対
応
す
る
、
あ
る
い
は
当
該
法
理
の
適
用
に
替
わ
り
得
る
だ
け
の
規
律
密
度
を
も
っ
た
規
定
の
整
備
を
行
う
よ
う
立
法
者
に
求
め 
効
果
的
な
犯
罪
予
防
の
視
点
を
強
調
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
警
察
措
置
の
対
象
と
な
る
者
の
範
囲
は
拡
大
し
、
そ
の
法
的
限
界
は
曖
昧
に
な
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
犯
罪
予
防
の
た
め
の
警
察
に
よ
る
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
と
い
う
行
為
も
、
警
察
処
分
や
警
察
強
制
と
同
様
、
法
律
の
授
権
を
必
要
と
す
る
侵
害
的
行
為
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
た
う
え
で
、
警
察
義
務
（
警
察
責
任
）
を
も
た
な
い
者
の
権
利
保
護
の
観
点
か
ら
当
該
警
察
措
置
の
要
件
・
手
続
等
を
立
法
に
よ
っ
て
具
体
的
に
規
律
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
四　
こ
の
よ
う
な
、
警
察
に
よ
る
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
活
動
の
法
的
統
制
に
関
し
て
ド
イ
ツ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
提
示
し
た
基
本
的
視
点
は
、
わ
が
国
の
警
察
法
学
の
今
後
の
課
題
を
考
え
る
う
え
に
お
い
て
も
参
考
と
な
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
テ
ロ
等
の
重
大
な
犯
罪
の
予
防
の
必
要
性
か
ら
、
警
察
法
上
の
危
険
状
態
の
発
生
・
存
在
に
責
任
の
な
い
非
妨
害
者
の
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
裁
判
所
は
、
そ
の
一
方
に
お
い
て
、
警
察
に
よ
る
非
妨
害
者
の
個
人
情
報
の
収
集
・
処
理
は
、
重
大
な
犯
罪
か
ら
市
民
の
生
命
・
身
体
の
安
全
を
護
る
と
い
う
公
益
目
的
の
た
め
に
な
さ
れ
る
侵
害
措
置
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
た
ち
、
当
該
警
察
措
置
の
要
件
・
手
続
は
立
法
に
よ
っ
て
可
能
な
限
り
詳
細
に
規
律
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。
効
果
的
な
犯
罪
予
防
の
必
要
性
を
強
調
し
て
警
察
権
の
法
か
ら
の
自
由
を
説
く
の
で
は
な
く
、
犯
罪
予
防
の
必
要
性
は
認
め
つ
つ
も
、
犯
罪
の
発
生
に
責
任
の
な
い
市
民
の
権
利
・
自
由
へ
の
警
察
の
関
与
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の
法
的
仕
組
み
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
今
後
の
警
察
法
学
の
重
要
な
課
題
と
な 
そ
し
て
、
警
察
責
任
の
原
則
は
、
こ
の
よ
う
な
警
察
法
の
理
論
お
よ
び
制
度
上
の
課
題
の
検
討
を
行
う
際
の
基
本
的
な
立
脚
点
を
我
々
に
提
供
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
（　
）
５６た
。
（　
）
５７る
。
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─３５（ ）３５
３　
警
察
作
用
の
機
能
的
特
徴
一　
警
察
の
行
う
即
時
対
応
型
行
政
お
よ
び
直
接
的
実
力
行
使
型
行
政
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
侵
害
の
効
果
は
、
警
察
命
令
・
警
察
許
可
等
の
行
政
処
分
に
基
づ
く
侵
害
行
為
と
は
異
な
り
、
人
の
身
体
・
財
産
等
に
た
い
す
る
即
時
的
・
直
接
的
侵
害
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
か
つ
、
そ
の
権
限
行
使
の
事
前
の
手
続
的
統
制
と
事
後
の
司
法
的
救
済
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
の
点
に
配
慮
し
て
、
警
察
に
よ
る
即
時
的
実
力
行
使
に
は
「
警
察
比
例
の
原
則
、
警
察
責
任
の
原
則
を
は
じ
め
条
理
上
の
制
限
が
厳
格
に
適
用
さ
れ
る
」
と
主
張
す
る
学
説
も
あ 
こ
の
説
は
、
第
一
に
、
即
時
的
実
力
行
使
は
、
行
政
処
分
に
よ
る
事
前
の
作
為
・
不
作
為
・
受
忍
等
の
義
務
づ
け
を
介
す
る
こ
と
な
く
直
接
的
に
人
の
自
由
や
権
利
の
侵
害
を
も
た
ら
す
点
に
お
い 
ま
た
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
権
利
侵
害
性
が
強
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
処
分
の
よ
う
に
法
令
に
よ
る
要
件
・
手
続
の
厳
格
な
規
律
が
困
難
で
あ
る
点
に
条
理
法
の
積
極
的
な
適
用
の
必
要
性
の
根
拠
を
見
出
す
。
　
警
察
行
政
上
の
即
時
的
実
力
行
使
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
厳
格
な
法
的
統
制
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
る
一
方
に
お
い
て
、
市
民
や
他
の
行
政
機
関
か
ら
そ
の
積
極
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
警
察
は
、
系
統
的
な
指
揮
命
令
に
よ
り
統
一
的
か
つ
迅
速
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
組
織
さ
れ
た
行
政
機
関
で
あ
り
、
警
察
官
は
、
市
民
が
自
己
の
力
だ
け
で
は
回
避
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
危
険
状
態
に
陥
っ
た
と
き
や
、
他
の
行
政
機
関
が
即
時
に
対
応
で
き
な
い
緊
急
の
状
態
に
あ
る
と
き
に
、
危
害
の
発
生
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
そ
れ
が
一
時
的
な
も
の
で
あ
れ
、
一
定
の
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
日
常
的
に
訓
練
を
受
け
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
、
市
民
や
他
の
行
政
機
関
が
適
切
に
対
処
で
き
な
い
緊
急
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
即
時
的
に
対
応
で
き
る
権
限
と
能
力
を
有
す
る
行
政
組
織
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
は
、
市
民
の
利
益
や
効
率
的
な
行
政
機
能
の
確
保
の
観
点
か
ら
み
て
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
緊
急
時
の
即
時
的
対
処
の
任
務
を
専
門
的
に
司
る
と
い
う
こ
と
が
警
察
組
織
の
存
在
理
由
＝
公
共
（　
）
５８る
。
（　
）
５９て
、
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性
の
重
要
な
部
分
を
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
以
上
の
こ
と
を
、
視
点
を
変
え
て
、
す
な
わ
ち
市
民
や
他
の
行
政
機
関
の
立
場
に
た
っ
て
捉
え
直
す
と
、
自
ら
の
能
力
や
権
限
に
よ
っ
て
は
事
態
に
適
切
に
対
処
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
と
き
に
は
警
察
の
援
助
を
求
め
る
道
筋
が
法
的
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
。
他
の
行
政
機
関
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
児
童
相
談
所
が
保
護
を
必
要
と
す
る
児
童
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
警
察
に
一
時
的
な
保
護
を
依
頼
す
る
よ
う
な
事
例
（
児
童
福
祉
法
三
三
条
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
警
察
が
、
他
の
行
政
機
関
の
要
請
に
基
づ
き
、
警
察
官
職
務
執
行
法
上
の
権
限
を
用
い
て
一
時
的
な
保
護
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
市
民
が
警
察
の
保
護
を
求
め
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
警
察
の
不
作
為
（
危
険
管
理
責
任
の
不
十
分
な
履
行
）
に
よ
り
生
じ
た
被
害
の
救
済
を
求
め
る
一
連
の
国
賠
訴
訟
の
裁
判
事
例
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
事
実
関
係
に
お
い
て
市
民
の
生
命
、
身
体
等
に
何
ら
か
の
危
害
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
警
察
が
そ
の
危
険
状
態
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
き
、
警
察
は
、
そ
の
状
態
を
放
置
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
警
察
官
職
務
執
行
法
等
の
規
定
に
基
づ
い
て
危
険
状
態
を
排
除
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二　
私
人
間
に
紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
第
三
者
的
裁
断
機
関
で
あ
る
裁
判
所
等
に
よ
り
解
決
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
警
察
に
よ
る
紛
争
へ
の
関
与
は
そ
の
例
外
を
な
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
市
民
の
生
命
・
身
体
等
へ
の
危
害
の
発
生
の
危
険
が
差
し
迫
っ
た
状
況
に
あ
り
、
司
法
的
手
続
を
経
て
い
て
は
本
質
的
な
権
利
救
済
が
図
ら
れ
な
い
よ
う
な
状
況
は
実
際
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
警
察
が
紛
争
に
関
与
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
（
紛
争
状
態
へ
の
例
外
的
関
与
）。
こ
の
場
合
の
警
察
の
役
割
は
、
裁
判
所
と
い
う
国
家
機
関
と
の
関
係
で
は
、
い
わ
ば
「
間
隙
の
な
い
権
利
救
済
の
確
保
」
の
観
点
か
ら
み
た
場
合
の
裁
判
所
の
機
能
的
限
界
を
補
完
す
る
こ
と
に
あ
る
。
　
裁
判
所
と
は
異
な
り
、
行
政
機
関
の
場
合
、
そ
の
職
務
の
遂
行
の
過
程
に
お
い
て
即
時
的
対
応
の
能
力
を
有
す
る
警
察
組
織
の
援
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─３７（ ）３７
助
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
当
該
行
政
機
関
の
権
限
と
警
察
組
織
の
権
限
を
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
論
点
に
関
し
て
、
田
村
正
博
は
、
他
の
機
関
の
職
員
の
権
限
行
使
を
警
察
の
権
限
行
使
に
優
先
さ
せ
る
と
い
う
特
別
の
規
定
が
な
い
か
ぎ
り
、
警
察
の
権
限
と
他
の
機
関
の
権
限
と
の
間
に
優
劣
の
差
は
な
い
と
し
て
、「
他
の
行
政
機
関
に
お
い
て
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
た
め
の
権
限
を
有
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
定
め
た
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
、
当
該
事
象
が
警
察
の
任
務
か
ら
明
確
に
除
外
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
依
然
と
し
て
警
察
の
活
動
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ 
こ
れ
に
た
い
し
て
、
米
田
雅
宏
は
、「
警
察
の
援
助
活
動
は
、
専
門
性
に
裏
付
け
ら
れ
た
行
政
機
関
に
よ
る
職
務
遂
行
を
補
完
す
る
措
置
で
あ
る
べ
き
」
と
し
て
、
補
完
性
の
原
則
の
積
極
的
な
適
用
を
主
張
す 
警
察
組
織
と
他
の
行
政
機
関
の
権
限
が
事
実
上
競
合
す
る
場
合
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
統
一
的
・
体
系
的
な
行
政
活
動
の
確
保
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
当
該
行
政
領
域
の
事
務
を
専
門
的
に
司
る
行
政
機
関
の
権
限
行
使
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
行
政
機
関
の
管
轄
領
域
へ
の
警
察
の
関
与
は
、
危
険
（
障
害
）
の
発
生
に
た
い
し
て
緊
急
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
行
政
機
関
が
対
応
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
適
時
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
存
在
し
、
か
つ
当
該
行
政
機
関
が
そ
の
任
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
態
勢
が
整
う
ま
で
の
暫
定
的
・
一
時
的
な
措
置
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
Ⅳ　
お
わ
り
に
一　
美
濃
部
達
吉
・
佐
々
木
惣
一
か
ら
田
中
二
郎
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
な
行
政
法
各
論
の
理
論
構
成
の
枠
内
に
お
い
て
警
察
法
を
捉
え
る
と
い
う
従
来
の
行
政
法
学
的
方
法
論
を
継
受
す
る
の
で
は
今
後
の
警
察
法
学
の
理
論
的
な
発
展
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
警
察
法
理
論
の
発
展
の
た
め
に
は
、
そ
れ
を
、
伝
統
的
な
行
政
法
各
論
の
枠
組
み
の
外
に
出
す
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
実
質
的
警
察
概
念
を
基
軸
と
し
て
警
察
法
の
理
論
体
系
の
構
築
を
試
み
る
の
で
は
な
く
、
警
察
実
定
法
に
着
目
し
、
そ
こ
に
（　
）
６０る
。
（　
）
６１る
。
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定
め
ら
れ
た
警
察
行
政
の
任
務
や
権
限
の
具
体
的
な
意
味
を
、
警
察
法
制
度
の
発
展
の
歴
史
的
経
緯
や
警
察
の
実
際
の
機
能
に
着
目
し
つ
つ
、
実
質
的
法
治
主
義
の
視
点
に
た
っ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
警
察
法
学
の
課
題
に
な
る
。
　
ま
た
、
伝
統
的
な
警
察
法
学
が
前
提
と
し
て
き
た
「
行
政
警
察
」
と
「
司
法
警
察
」
の
区
分
の
意
味
に
つ
い
て
も
再
考
を
必
要
と
す
る
。
伝
統
的
な
警
察
法
理
論
で
は
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
刑
事
法
令
で
規
定
さ
れ
た
犯
罪
捜
査
の
権
限
は
、
行
政
作
用
法
か
ら
峻
別
さ
れ
、
警
察
法
学
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
刑
事
訴
訟
法
の
規
律
す
る
犯
罪
捜
査
の
権
限
は
、
警
察
官
職
務
執
行
法
上
の
権
限
と
並
ん
で
制
度
上
の
警
察
の
基
本
権
限
の
一
つ
で
あ
る
。
実
際
の
警
察
活
動
を
み
て
も
、
刑
訴
法
上
の
権
限
と
警
職
法
上
の
権
限
が
、
警
察
が
対
処
す
べ
き
状
況
に
応
じ
て
相
互
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。「
行
政
警
察
」
と
「
司
法
警
察
」
の
概
念
区
分
へ
の
拘
り
は
、
こ
の
よ
う
な
警
察
活
動
の
実
態
を
踏
ま
え
た
警
察
作
用
の
法
的
考
察
の
機
会
を
警
察
法
学
か
ら
奪
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
　
さ
ら
に
、
田
上
穰
治
が
主
張
し
た
よ
う
な
、「
政
治
警
察
」
の
警
察
法
学
の
対
象
領
域
か
ら
の
排
除
も
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
制
度
と
し
て
の
警
察
に
妥
当
す
る
原
則
の
な
か
で
最
も
重
要
な
意
味
を
有
す
る
の
は
抑
制
と
政
治
的
中
立
の
二
つ
の
原
則
で
あ
る
。
両
原
則
は
、
現
行
警
察
法
二
条
に
お
い
て
警
察
の
基
本
原
理
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。
二　
実
質
的
警
察
概
念
論
か
ら
抑
制
の
原
則
を
捉
え
る
田
中
二
郎
等
の
論
者
か
ら
す
れ
ば
、
抑
制
の
原
理
は
、
ま
ず
必
要
最
小
限
の
侵
害
の
原
則
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
同
原
則
は
、
そ
の
他
の
警
察
権
の
限
界
論
を
媒
体
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
侵
害
の
程
度
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
、
警
察
行
政
の
対
象
、
範
囲
等
の
問
題
に
至
る
ま
で
多
様
な
展
開
を
み
せ
る
こ
と
に
な
る
点
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
他
方
、
制
度
と
し
て
の
警
察
に
つ
い
て
抑
制
の
原
理
が
論
じ
ら
れ
る
場
合
、
も
っ
ぱ
ら
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
の
視
点
と
、
実
定
法
に
よ
っ
て
警
察
組
織
に
与
え
ら
れ
た
任
務
と
権
限
の
内
容
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
伝
統
的
な
警
察
権
の
限
界
論
に
お
い
て
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─３９（ ）３９
扱
わ
れ
て
き
た
警
察
消
極
目
的
、
警
察
責
任
お
よ
び
補
充
性
の
原
則
は
抑
制
の
原
理
を
具
体
化
す
る
原
則
と
し
て
再
定
位
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
原
則
は
、
行
政
作
用
法
上
の
原
則
と
し
て
の
意
味
だ
け
で
な
く
、
立
法
原
則
と
し
て
の
意
味
も
有
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
原
則
は
、
比
例
原
則
と
は
異
な
り
、
警
察
行
政
作
用
の
違
法
性
の
具
体
的
な
判
断
基
準
と
し
て
機
能
し
得
る
範
囲
は
必
ず
し
も
大
き
く
は
な
い
。
　
抑
制
の
原
理
が
警
察
の
職
務
活
動
の
懈
怠
を
正
当
化
す
る
原
則
で
な
い
こ
と
は
本
論
で
繰
り
返
し
述
べ
た
。
ま
た
、
同
原
則
は
、
立
法
を
通
じ
て
警
察
の
活
動
が
犯
罪
捜
査
や
執
行
的
警
察
活
動
以
外
の
任
務
に
拡
大
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
九
九
一
年
に
制
定
さ
れ
た
暴
力
団
対
策
法
に
お
け
る
暴
力
的
要
求
行
為
に
た
い
す
る
命
令
制
度
や
二
〇
〇
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
に
お
け
る
つ
き
ま
と
い
行
為
等
へ
の
警
告
、
禁
止
命
令
制
度
な
ど
は
犯
罪
に
至
ら
な
い
行
為
や
生
命
・
身
体
に
た
い
す
る
具
体
的
な
危
険
が
差
し
迫
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
態
に
お
い
て
も
警
察
が
関
与
す
る
こ
と
を
認
め
る
制
度
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
暴
力
団
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
者
か
ら
個
人
を
護
る
た
め
に
警
察
が
関
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
定
の
合
理
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
、
立
法
者
が
法
律
の
制
定
を
通
じ
て
警
察
の
任
務
と
権
限
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
法
律
の
制
定
の
要
否
・
内
容
等
の
決
定
は
立
法
者
の
政
策
的
裁
量
に
一
方
的
に
委
ね
ら
れ
る
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
は
な
く
、
犯
罪
捜
査
や
即
時
強
制
の
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
警
察
の
関
与
を
正
当
化
す
る
合
理
的
な
根
拠
を
提
示
す
る
こ
と
、
ま
た
、
抑
制
の
原
理
の
視
点
に
た
ち
つ
つ
、
そ
の
関
与
の
内
容
や
範
囲
を
明
確
に
確
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
警
察
権
限
の
活
用
の
必
要
性
の
み
が
強
調
さ
れ
る
立
法
政
策
論
で
は
な
く
、
ま
た
、
実
質
的
警
察
概
念
を
前
提
と
し
た
伝
統
的
な
警
察
権
の
限
界
論
で
も
な
く
、
制
度
上
の
警
察
の
機
能
的
特
徴
と
抑
制
の
原
理
の
関
連
に
注
目
し
つ
つ
警
察
権
の
法
治
主
義
的
統
制
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
警
察
法
学
の
重
要
な
課
題
と
な
る
。
論　　　説
（ ）４０（甲南法学’ １６）５７─１・２─４０
（
１
）　
ド
イ
ツ
や
わ
が
国
で
は
、
実
質
的
警
察
概
念
の
定
義
に
つ
い
て
多
様
な
説
が
だ
さ
れ
て
き
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
両
国
の
行
政
法
（
警
察
法
）
学
の
展
開
を
み
る
か
ぎ
り
、「
公
共
の
安
全
と
秩
序
に
た
い
す
る
危
険
（
障
害
）
の
防
除
の
た
め
の
権
力
的
行
政
作
用
」
と
し
て
警
察
概
念
を
定
義
す
る
説
が
通
説
的
地
位
を
獲
得
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
論
じ
る
「
実
質
的
警
察
概
念
」
も
こ
の
意
味
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
に
す
る
。
（
２
）　
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
の
制
定
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
島
田
茂
「
一
九
三
一
年
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）」
甲
南
法
学
四
七
巻
二
号
九
五
頁
以
下
参
照
。
（
３
）　
田
中
二
郎
『
新
版
行
政
法
下
巻
（
全
訂
第
二
版
）』（
弘
文
堂
、
一
九
八
三
年
）（
以
下
、「
新
版
行
政
法
下
」
と
略
記
す
る
）
二
九
頁
以
下
、
田
上
穣
治
『
警
察
法
（
新
版
）』（
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
）
三
〇
頁
以
下
参
照
。
（
４
）　
島
田
・
甲
南
法
学
四
七
巻
四
号
三
頁
以
下
参
照
。
（
５
）　
バ
イ
エ
ル
ン
警
察
法
学
派
の
学
説
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
島
田
「
バ
イ
エ
ル
ン
邦
に
お
け
る
警
察
法
理
論
の
展
開
と
『
制
度
的
警
察
概
念
』（
一
）
（
二
・
完
）」
法
学
論
叢
一
〇
四
巻
一
号
四
六
頁
以
下
、
三
号
三
一
頁
以
下
参
照
。
（
６
）　
芝
池
義
一
「
ド
イ
ツ
警
察
法
理
論
を
め
ぐ
る
若
干
の
理
論
的
諸
問
題
（
一
）（
二
・
完
）」
法
学
論
叢
九
六
巻
二
号
一
頁
以
下
、
九
六
巻
三
号
一
頁
以
下
参
照
。
（
７
）　
ナ
チ
ス
警
察
法
理
論
と
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
島
田
・
甲
南
法
学
四
七
巻
三
号
一
頁
以
下
参
照
。
（
８
）　
佐
々
木
惣
一
は
、
行
政
警
察
規
則
に
収
め
ら
れ
た
警
察
の
職
務
に
関
す
る
一
般
的
な
規
定
の
存
在
を
手
が
か
り
と
し
て
、
わ
が
国
の
警
察
実
定
法
制
度
が
消
極
目
的
の
原
則
を
基
本
原
理
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
（
島
田
「
明
治
憲
法
下
に
お
け
る
警
察
法
理
論
の
構
造
─
先
験
的
警
察
義
務
の
概
念
の
意
義
と
限
界
─
」
甲
南
法
学
五
三
巻
二
号
九
頁
以
下
参
照
）。
し
か
し
、
佐
々
木
が
そ
の
存
在
に
注
目
し
た
行
政
警
察
規
則
は
、
警
察
の
任
務
と
権
限
を
体
系
的
に
規
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
法
令
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
９
）　D
.
B
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W
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１０
（　
）　
ヴ
ァ
ッ
ケ
は
、
旧
プ
ロ
イ
セ
ン
州
以
外
の
地
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で
は
慣
習
法
に
よ
り
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
と
同
様
の
法
原
理
が
妥
当
す
る
と
主
張
し
た
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１４
（　
）　
田
村
正
博
『
四
訂
版
警
察
行
政
法
解
説
』（
東
京
法
令
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）（
以
下
、「
四
訂
版
解
説
」
と
略
記
す
る
）
六
二
頁
以
下
。
１５
（　
）　
田
村
『
警
察
行
政
法
の
基
本
的
な
考
え
方
』（
立
花
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
七
頁
。
１６
（　
）　
田
村
説
に
み
ら
れ
る
法
実
証
主
義
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
高
木
「
警
察
行
政
法
の
現
代
的
位
置
づ
け
」『
警
察
行
政
の
新
た
な
る
展
開
（
上
巻
）』
１７
（
東
京
法
令
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
一
七
三
頁
参
照
。
（　
）　
高
田
「
現
代
行
政
の
展
開
と
警
察
法
」
公
法
研
究
三
四
号
二
二
五
頁
以
下
参
照
。
１８
（　
）　
高
木
・
前
掲
書
（
注
（　
））
一
七
〇
頁
。
１９
１７
（　
）　
島
田
「
現
行
憲
法
下
に
お
け
る
警
察
法
理
論
の
展
開
」
甲
南
法
学
五
五
巻
四
号
四
〇
頁
以
下
参
照
。
２０
（　
）　
田
村
・
四
訂
版
解
説
六
六
頁
。
２１
（　
）　
田
村
・
同
右
六
九
頁
。
２２
（　
）　
田
村
・
同
右
六
七
頁
。
２３
（　
）　
田
村
・
同
右
六
八
〜
六
九
頁
。
２４
（　
）　
田
村
・
同
右
六
七
頁
、
七
一
頁
。
２５
（　
）　
島
田
・
甲
南
法
学
五
五
巻
四
号
四
〇
頁
以
下
参
照
。
２６
（　
）　
田
村
正
博
以
外
に
も
警
察
実
務
の
側
か
ら
伝
統
的
な
警
察
権
の
限
界
論
の
意
味
に
疑
問
を
呈
し
た
論
者
は
い
る
が
（
た
と
え
ば
、
関
根
謙
一
「
警
２７
察
の
概
念
と
警
察
の
任
務
（
二
）」
警
察
学
論
集
三
四
巻
四
号
七
九
頁
）、
本
格
的
に
当
該
法
理
の
問
題
点
を
追
究
し
た
の
は
田
村
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
。
（　
）　
Ｆ
・
マ
イ
ヤ
ー
等
の
バ
イ
エ
ル
ン
警
察
法
学
派
の
論
者
が
提
唱
し
た
制
度
的
警
察
概
念
論
に
つ
い
て
は
、
島
田
・
法
学
論
叢
一
〇
四
巻
三
号
三
一
２８
頁
以
下
参
照
。
（　
）　
「
制
度
上
の
警
察
（die
institutionelle
Polizei
  
  
   
             
）」
と
は
何
か
と
い
う
問
に
た
い
し
て
、
実
質
的
警
察
概
念
と
同
様
の
概
念
定
義
を
行
う
こ
と
は
２９
論　　　説
（ ）４２（甲南法学’ １６）５７─１・２─４２
で
き
な
い
。
制
度
上
の
警
察
は
、
立
法
者
が
、
社
会
的
あ
る
い
は
政
治
的
な
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
政
策
的
な
観
点
か
ら
作
り
上
げ
る
一
つ
の
法
制
度
で
あ
り
、
実
質
的
警
察
概
念
（
学
問
上
の
警
察
概
念
）
の
よ
う
に
国
家
権
力
の
統
制
を
直
接
の
目
的
と
し
た
法
概
念
あ
る
い
は
実
定
法
の
学
問
的
体
系
化
の
た
め
の
道
具
概
念
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
に
お
け
る
「
制
度
上
の
警
察
」
と
は
、
現
行
警
察
法
の
定
め
る
警
察
庁
と
都
道
府
県
警
察
お
よ
び
こ
れ
ら
の
行
政
機
関
を
監
督
す
る
国
家
公
安
員
会
と
都
道
府
県
公
安
委
員
会
を
指
す
（
国
の
警
察
組
織
で
あ
る
国
家
公
安
員
会
と
警
察
庁
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
「
制
定
法
上
の
警
察
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
す
る
見
解
と
し
て
、
白
藤
博
行
「『
安
全
の
中
の
自
由
論
』
と
警
察
行
政
法
」
公
法
研
究
六
九
号
五
六
〜
五
七
頁
参
照
）。
消
防
組
織
法
や
海
上
保
安
庁
法
上
の
行
政
機
関
の
作
用
は
制
度
上
の
警
察
の
作
用
と
緊
密
な
関
連
に
あ
り
、
実
質
的
に
は
職
務
に
お
い
て
重
複
す
る
点
も
あ
る
が
「
制
度
上
の
警
察
」
で
は
な
い
。
ま
た
、
公
安
調
査
庁
等
の
公
安
関
係
の
国
家
機
関
も
政
治
警
察
の
領
域
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
が
、「
制
度
上
の
警
察
」
と
し
て
は
捉
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
警
察
法
学
の
検
討
対
象
を
制
度
上
の
警
察
の
組
織
と
そ
の
作
用
に
限
定
す
る
の
は
、
実
質
的
警
察
概
念
に
替
え
て
法
制
度
に
着
目
し
た
警
察
概
念
を
新
た
に
設
定
し
、
そ
れ
を
起
点
と
し
て
伝
統
的
な
警
察
法
理
論
に
対
抗
す
る
別
の
警
察
法
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
警
察
法
学
の
対
象
を
制
度
上
の
警
察
の
組
織
と
作
用
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
制
度
上
の
警
察
と
他
の
行
政
機
関
と
の
組
織
法
的
・
作
用
法
的
関
連
の
探
求
を
軽
視
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
制
度
上
の
警
察
が
他
の
行
政
機
関
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
ち
な
が
ら
そ
の
職
務
を
遂
行
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
を
検
討
す
る
こ
と
は
警
察
法
学
の
重
要
な
課
題
と
な
る
。
（　
）　
藤
田
宙
靖
『
行
政
法
の
基
礎
理
論
（
上
巻
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）（
以
下
、「
基
礎
理
論
上
」
と
略
記
す
る
）
三
三
八
頁
。
３０
（　
）　
高
田
敏
『
法
治
国
家
観
の
展
開
─
法
治
主
義
の
普
遍
化
的
近
代
化
と
現
代
化
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
四
九
七
頁
、
六
九
四
〜
六
九
五
頁
、
七
３１
四
七
頁
。
（　
）　
田
上
・
前
掲
書
（
注
（
３
））
三
二
一
頁
以
下
参
照
。
３２
（　
）　
佐
々
木
惣
一
『
警
察
法
概
論
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
〇
年
）（
以
下
、「
概
論
」
と
略
記
す
る
）
一
五
頁
。
３３
（　
）　
美
濃
部
達
吉
『
行
政
法
撮
要
下
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
三
二
年
）
一
四
〜
一
五
頁
。
権
力
性
の
契
機
に
着
目
し
て
警
察
概
念
を
構
成
す
る
美
濃
部
は
、
３４
権
力
的
行
為
の
範
囲
を
警
察
下
命
・
警
察
強
制
等
の
典
型
的
侵
害
行
為
に
限
定
す
る
。
こ
の
点
は
、「
警
察
ノ
作
用
ハ
此
ノ
何
レ
カ
ノ
外
ヲ
出
デ
ズ
」
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
美
濃
部
が
、
警
察
作
用
の
範
囲
を
権
力
性
の
明
ら
か
な
行
為
に
限
定
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
彼
の
提
示
す
る
警
察
概
念
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
警
察
概
念
の
定
義
に
あ
た
っ
て
消
極
目
的
の
契
機
を
排
除
し
、「
警
察
」
を
権
力
的
行
政
作
用
と
定
義
す
る
美
濃
部
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
権
力
作
用
の
範
囲
を
曖
昧
に
す
る
こ
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─４３（ ）４３
と
は
、
警
察
概
念
の
内
容
を
曖
昧
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
美
濃
部
が
自
ら
の
主
張
す
る
警
察
概
念
の
概
念
的
明
確
性
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
妥
当
性
を
示
そ
う
と
す
れ
ば
、
自
ず
か
ら
権
力
作
用
の
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（　
）　
佐
々
木
は
、「
即
時
強
制
」
と
「
実
力
制
限
」
の
用
語
の
ど
ち
ら
を
使
う
か
は
「
成
文
法
外
の
名
称
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
い
づ
れ
に
依
る
も
可
で
３５
あ
る
」
と
し
つ
つ
も
、「
強
制
」
の
語
は
、
本
来
、「
義
務
を
前
提
と
す
る
観
念
」
で
あ
り
、
具
体
的
な
義
務
の
存
在
を
前
提
と
し
な
い
単
な
る
実
力
行
使
に
「
強
制
」
の
語
を
用
い
る
の
は
妥
当
性
を
欠
く
と
述
べ
て
い
る
（
佐
々
木
・
概
論
一
〇
五
〜
一
〇
八
頁
）。
（　
）　
田
中
・
新
版
行
政
法
下
、
三
二
〜
三
四
頁
、
六
一
頁
以
下
参
照
。
３６
（　
）　
警
察
官
の
職
務
質
問
に
み
ら
れ
る
権
力
性
の
契
機
に
つ
い
て
は
、
田
宮
裕
・
河
上
和
雄
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
警
察
官
職
務
執
行
法
』（
青
林
書
院
、
３７
一
九
九
三
年
）
八
三
頁
以
下
（
河
上
和
雄
）
参
照
。
（　
）　
島
田
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
予
防
警
察
的
情
報
収
集
活
動
と
侵
害
留
保
論
」『
各
国
警
察
制
度
の
再
編
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
五
年
）
一
二
３８
五
頁
以
下
参
照
。
（　
）　
国
勢
調
査
判
決
を
契
機
と
し
て
な
さ
れ
た
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
池
田
公
博
「
法
的
根
拠
を
要
す
る
捜
査
手
法
─
ド
イ
ツ
法
３９
と
の
比
較
を
中
心
に
」
刑
法
雑
誌
五
五
巻
三
号
二
〇
頁
以
下
参
照
。
（　
）　
こ
の
論
点
に
つ
い
て
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
島
田
「
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
と
警
察
法
」
甲
南
法
学
五
四
巻
一
・
二
号
４０
五
五
頁
以
下
参
照
。
（　
）　
警
察
行
政
権
の
行
使
が
抑
制
的
で
あ
る
べ
き
と
す
る
意
見
は
警
察
実
務
の
側
か
ら
も
聞
か
れ
る
。
元
警
察
庁
長
官
の
田
中
節
夫
は
、
警
察
法
施
行
４１
六
〇
周
年
記
念
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
な
か
で
、「
最
近
は
、
何
で
も
か
ん
で
も
警
察
の
力
で
解
決
を
図
る
、
例
え
ば
地
域
、
学
校
、
家
庭
と
い
っ
た
分
野
に
つ
い
て
も
全
て
警
察
が
介
入
す
る
こ
と
を
是
と
す
る
よ
う
な
風
潮
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
社
会
全
体
の
治
安
維
持
と
い
い
ま
す
か
、
基
盤
を
し
っ
か
り
作
る
と
い
う
意
味
で
、
本
当
に
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
私
は
な
か
な
か
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
消
極
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
が
、
謙
抑
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
（
警
察
学
論
集
六
七
巻
七
号
二
二
頁
）。
（　
）　
警
察
の
不
作
為
の
法
的
責
任
が
問
題
と
さ
れ
た
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
島
田
「
警
察
法
に
お
け
る
犯
罪
防
止
義
務
論
」
甲
南
法
学
五
一
巻
三
号
六
４２
三
頁
以
下
参
照
。
（　
）　
田
村
正
博
は
、
行
政
上
の
法
律
関
係
は
、
行
政
の
活
動
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
国
民
を
明
確
に
位
置
づ
け
た
三
面
関
係
と
し
て
構
成
さ
れ
る
べ
４３
き
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
、
直
接
の
処
分
の
相
手
方
の
利
益
の
侵
害
を
防
止
す
る
こ
と
の
み
を
重
視
す
る
よ
う
な
二
者
対
立
的
関
係
で
の
理
解
論　　　説
（ ）４４（甲南法学’ １６）５７─１・２─４４
に
よ
る
権
限
行
使
の
消
極
化
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
（
警
察
学
論
集
五
一
巻
一
二
号
一
三
八
頁
以
下
）。
そ
し
て
、
こ
の
主
張
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
最
高
裁
の
二
つ
の
判
例
（
ナ
イ
フ
一
時
保
管
義
務
懈
怠
事
件
判
決
（
最
判
昭
和
五
七
年
一
月
一
八
日
）
と
新
島
漂
着
砲
弾
爆
発
事
件
判
決
（
最
判
昭
和
五
九
年
三
月
二
三
日
）
を
取
り
上
げ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
、
職
務
義
務
の
懈
怠
の
違
法
性
が
問
題
と
さ
れ
た
判
例
を
三
面
関
係
論
の
正
当
化
の
た
め
に
も
ち
だ
す
の
は
妥
当
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（　
）　
田
中
二
郎
の
警
察
法
理
論
に
つ
い
て
は
、
島
田
・
甲
南
法
学
五
五
巻
四
号
三
頁
以
下
参
照
。
４４
（　
）　
伝
統
的
な
警
察
法
学
は
、「
司
法
警
察
」
と
「
行
政
警
察
」
を
異
質
の
警
察
活
動
と
し
て
明
確
に
区
別
し
て
き
た
。
し
か
し
、
制
度
上
の
警
察
の
作
４５
用
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
、
警
察
作
用
の
観
念
的
な
二
分
論
自
体
の
妥
当
性
が
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
田
村
正
博
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
、「
犯
罪
捜
査
は
、
警
察
が
そ
の
責
務
を
果
た
す
た
め
に
行
う
活
動
の
一
形
態
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
…
…
そ
の
本
質
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
行
政
活
動
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
認
識
を
示
す
（
警
察
学
論
集
五
一
巻
一
二
号
一
四
八
頁
、
同
『
全
訂
警
察
行
政
法
解
説
（
第
二
版
）』（
東
京
法
令
出
版
、
二
〇
一
五
年
）（
以
下
、「
全
訂
解
説
」
と
略
記
す
る
）
三
二
〜
三
四
頁
）。
制
度
上
の
警
察
は
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
司
法
警
察
と
行
政
警
察
の
両
方
の
任
務
を
担
っ
て
お
り
、
権
限
行
使
の
側
面
に
着
目
し
て
み
て
も
、
根
拠
規
定
が
お
か
れ
る
法
令
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
二
つ
の
警
察
作
用
は
相
互
に
密
接
な
関
係
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
警
察
法
学
は
、
行
政
警
察
と
司
法
警
察
の
観
念
上
の
異
質
性
に
拘
り
す
ぎ
て
、
こ
の
両
警
察
機
能
の
密
接
な
関
連
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
特
殊
な
権
力
性
の
契
機
に
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（　
）　
戦
前
の
内
務
行
政
に
お
い
て
警
察
組
織
の
権
限
が
拡
大
し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
大
日
方
純
夫
『
日
本
近
代
国
家
の
成
立
と
警
察
』（
校
倉
書
４６
房
、
一
九
九
二
年
）
一
八
四
頁
以
下
参
照
。
（　
）　
成
田
頼
明
「
社
会
の
安
全
と
法
政
策
」
警
察
政
策
一
巻
一
号
一
二
頁
。
４７
（　
）　
藤
田
・
基
礎
理
論
上
四
三
二
頁
。
４８
（　
）　
高
田
・
公
法
研
究
三
四
号
二
二
八
頁
。
４９
（　
）　
白
藤
博
行
は
、「
警
察
消
極
目
的
の
原
則
」
に
関
し
て
、「
警
察
官
僚
が
『
強
い
執
行
権
』
と
呼
ぶ
『
実
力
』（
物
理
的
強
制
）
を
有
す
る
特
別
な
行
５０
政
権
で
あ
る
警
察
権
の
消
極
性
で
あ
り
、
警
察
依
存
の
危
険
性
、
警
察
権
力
の
圧
倒
的
優
越
性
、
特
別
の
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
刑
事
罰
の
重
み
に
つ
な
が
る
権
力
発
動
に
対
す
る
消
極
性
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
る
が
（
公
法
研
究
六
九
号
六
〇
〜
六
一
頁
）、
こ
の
指
摘
は
、
抑
制
の
原
理
の
論
拠
と
し
て
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
実質的警察概念論と制度上の警察の法理論
（甲南法学’ １６）５７─１・２─４５（ ）４５
（　
）　
田
村
・
全
訂
解
説
二
六
頁
以
下
。
５１
（　
）　
憲
法
上
の
原
則
と
し
て
の
比
例
原
則
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
高
木
光
「
比
例
原
則
の
実
定
化
─
『
警
察
法
』
と
憲
法
の
関
係
に
つ
い
て
の
覚
書
─
」
５２
芦
部
信
喜
先
生
古
稀
祝
賀
『
現
代
立
憲
主
義
の
展
開
（
下
）』（
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
）
二
一
一
頁
以
下
参
照
。
（　
）　
杉
村
敏
正
「
憲
法
・
行
政
法
か
ら
み
た
警
察
権
の
理
論
的
限
界
」
戒
能
通
孝
編
『
警
察
権
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
二
四
六
〜
二
四
七
頁
参
５３
照
。
（　
）　
田
村
・
四
訂
版
解
説
六
九
頁
。
５４
（　
）　
こ
の
原
則
は
、
憲
法
一
三
条
か
ら
導
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
５５
（　
）　
島
田
「
ド
イ
ツ
警
察
法
に
お
け
る
犯
罪
予
防
の
目
的
と
危
険
概
念
の
関
係
」
甲
南
法
学
四
九
巻
三
・
四
号
一
頁
以
下
参
照
。
５６
（　
）　
刑
事
法
学
に
お
い
て
も
情
報
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
の
捜
査
法
へ
の
導
入
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
捜
査
法
に
お
け
る
規
制
の
着
眼
点
を
情
５７
報
の
取
得
行
為
に
限
定
せ
ず
、
当
該
情
報
の
利
用
・
処
理
行
為
に
ま
で
広
げ
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
刑
事
法
学
で
は
刑
訴
法
の
定
め
る
強
制
処
分
法
定
主
義
（
一
九
七
条
一
項
た
だ
し
書
）
と
の
か
ら
み
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
警
察
法
学
上
の
議
論
と
は
異
な
る
（
笹
倉
宏
紀
「
捜
査
法
の
体
系
と
情
報
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
」
刑
法
雑
誌
五
五
巻
三
号
三
三
頁
以
下
、
緑
大
輔
「
監
視
型
捜
査
に
お
け
る
情
報
取
得
時
の
法
的
規
律
」
法
律
時
報
八
七
巻
五
号
六
五
頁
以
下
参
照
）。
（　
）　
原
田
尚
彦
『
行
政
法
要
論
（
全
訂
第
七
版
［
補
訂
版
］）』（
学
陽
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
二
四
四
頁
参
照
。
５８
（　
）　
小
早
川
光
郎
は
即
時
強
制
的
な
行
政
措
置
の
例
外
的
性
格
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
即
時
執
行
型
手
法
の
場
合
に
は
、
相
手
方
は
、
た
５９
と
え
事
実
行
為
に
よ
る
侵
害
の
可
能
性
が
一
般
的
な
法
規
の
形
で
は
示
さ
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
法
律
関
係
の
確
定
を
ふ
ま
え
て
み
ず
か
ら
の
と
る
べ
き
対
応
を
具
体
的
に
判
断
す
る
と
い
う
機
会
の
な
い
ま
ま
、
一
方
的
に
事
実
行
為
と
し
て
の
有
形
力
の
行
使
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
義
務
付
け
型
手
法
と
比
較
し
て
相
手
方
私
人
の
自
主
性
の
尊
重
に
欠
け
る
と
こ
ろ
の
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
即
時
執
行
型
手
法
は
、
義
務
付
け
型
手
法
を
と
り
え
な
い
場
合
に
補
充
的
か
つ
例
外
的
に
の
み
用
い
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
侵
害
行
政
全
般
に
共
通
す
る
、
法
的
秩
序
付
け
の
一
つ
の
重
要
な
原
則
を
な
す
も
の
言
う
こ
と
が
で
き
る
」（
小
早
川
「
行
政
法
の
存
在
意
義
」
磯
部
・
小
早
川
・
芝
池
編
『
行
政
法
の
新
構
想
Ⅰ
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
一
一
頁
）。
（　
）　
田
村
「
警
察
の
活
動
上
の
『
限
界
』（
中
）」
警
察
学
論
集
四
一
巻
七
号
七
〇
頁
。
６０
（　
）　
米
田
雅
宏
「
脱
警
察
化
と
行
政
機
関
に
対
す
る
警
察
の
役
割
─
「
間
隙
な
き
危
険
防
御
」
の
法
的
位
置
づ
け
─
（
二
・
完
）」
北
大
法
学
論
集
六
六
６１
論　　　説
（ ）４６（甲南法学’ １６）５７─１・２─４６
巻
一
号
三
一
頁
、
三
九
頁
。
